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光る風にいだかれて光る風にいだかれて 

　
大
気
環
境
の
保
全
と
郷
土
の
環

境
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し
を
目

的
に
、「
第
十
六
回
　
星
空
の
街
・

あ
お
ぞ
ら
の
街
全
国
大
会
」
を
八

月
二
十
一
日
、
京
都
府
丹
後
文
化

会
館
を
会
場
に
、
高
円
宮
妃
久
子

殿
下
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
開
催

し
ま
し
た
。 

　 　
同
大
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
に

北
九
州
市
で
開
か
れ
た
「
星
空
の

街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
サ
ミ
ッ
ト
」

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
空
を
活

か
し
、
空
を
楽
し
む
宣
言
」
の
趣

旨
か
ら
、
大
気
環
境
の
保
全
意
識

の
高
揚
と
、
郷
土
の
環
境
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

に
、
環
境
省
と
都
道
府
県
、
ま
た

平
成
元
年
に
結
成
さ
れ
た
「
星
空

の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」
連
絡
協

議
会
（
現
在
三
百
四
十
七
の
自
治

体
が
加
盟
）
の
主
催
に
よ
り
、
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
聴
き
手
に
感
動
を
与
え
る
和
太

鼓
集
団
「
飛
龍
天
衆
」
の
勇
壮
な

演
奏
で
幕
を
開
け
た
式
典
は
、
谷

垣
禎
一
財
務
大
臣
を
は
じ
め
、
地

元
選
出
の
参
議
院
議
員
、
京
都
府

議
会
議
員
、
近
隣
市
町
長
な
ど
多

く
の
来
賓
を
迎
え
華
や
か
に
開
催
。 

　
主
催
者
を
代
表
し
、
小
池
百
合

子
環
境
大
臣
が
「
身
近
な
星
空
や

あ
お
ぞ
ら
の
保
全
に
関
心
を
持
ち
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配

慮
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
社
会

全
体
の
大
き
な
変
革
『
環
境
革
命
』

に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
式
辞
。
ま

た
、「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」

全
国
協
議
会
長
の
中
山
市
長
が
「
清

ら
か
な
空
気
と
き
ら
め
く
星
空
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
京
丹
後
市
で
本
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
大

変
誇
ら
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、

自
然
環
境
と
調
和
し
、
こ
れ
を
活

か
し
た
里
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
よ
う
は
、
今
後
二
十
一
世

紀
の
日
本
の
発
展
の
方
向
の
大
き

な
一
つ
の
軸
と
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
大
気
保

全
の
啓
発
や
普
及
で
優
れ
た
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
表
彰
状
を

授
与
。 

　
来
賓
の
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
か

ら
「
環
境
問
題
は
、
地
球
全
体
の

規
模
で
、
人
類
が
避
け
て
通
れ
な

い
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
清
ら
か

な
大
気
、
き
ら
め
く
星
空
を
子
孫

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、

私
た
ち
自
身
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
る
の
が
、
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
」
と
お
こ
と
ば
を

賜
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
丹
後
町
の
棚
田
や
弥

栄
町
の
野
間
川
、
網
野
町
の
琴
引

浜
な
ど
を
め
ぐ
っ
た
、「
光
る
風
の

探
検
隊
」
の
ビ
デ
オ
放
映
を
行
う

と
と
も
に
、
隊
員
が
探
検
の
思
い

出
や
環
境
に
つ
い
て
実
践
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
。 

　
「
環
境
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
淑

徳
大
学
の
北
野
大
教
授
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
環
境
省
の
小
林

光
環
境
管
理
局
長
と
中
山
市
長
、

丹
後
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
宮
本

三
恵
子
さ
ん
、
久
美
浜
町
・
如
意

寺
住
職
の
友
松
祐
也
さ
ん
が
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
北
野
大
教
授
が
「
星
空

の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
を
つ
く
ろ

う
〜
環
境
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち

り
づ
く
り
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。

「
環
境
問
題
は
、
自
分
た
ち
が
汚

染
源
で
あ
り
、
被
害
者
で
も
あ
り

ま
す
。
自
分
た
ち
の
問
題
で
あ
る

と
い
う
、
危
機
意
識
を
も
っ
と
持

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
一
人

ひ
と
り
が
行
動
し
、
継
続
す
る
力

の
重
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

大会テーマ大会テーマ 
　「光る風にいだかれて」　「光る風にいだかれて」 
大会テーマ 
　「光る風にいだかれて」 

　人類にとってかけがえのない清らかな

大気（風）、きらめく星空（光）、そん

な当たり前のものを当たり前として次世

代へ守り継ぐために何ができるだろう。 

　今ひととき、「光る風」にいだかれて

ほんの少しでも考えてみよう 

第1616回　星空の街回　星空の街・あおぞらの街　全国大会あおぞらの街　全国大会 

光る風にいだかれて 
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　大会の開催を記念して募集した「『ひと、みず、みどり』環境写真コンテスト」には、魅力あふ

れる京丹後市の自然環境を映し出した、98点の作品をお寄せいただきました。 

　各部門で入賞されたみなさんの作品をご紹介します。 

「子どもたちの遊び」 

森則子さん（峰山町泉） 

（撮影場所　峰山町御旅） 

「菖蒲田植え祭り」 

飯住泰弘さん（京都市西京区） 

（撮影場所　久美浜町市野々） 

「霧降りの滝」 

岸村守さん（峰山町杉谷） 

（撮影場所　網野町新庄） 

「夜光虫」 

中江弘直さん（丹後町間人） 

（撮影場所　丹後町間人） 

「霧に包まれて」 

坪倉義英さん（弥栄町鳥取） 

（撮影場所　大宮町五十河） 

「清流に咲くワサビ群」 

室田正行さん（弥栄町和田野） 

（撮影場所　弥栄町味土野） 

「ひと」部門 「みず」部門 「みどり」部門 

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
お
成
り

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
お
成
り 

「ひと、みず、みどり」環境写真コンテスト「ひと、みず、みどり」環境写真コンテスト 「ひと、みず、みどり」環境写真コンテスト「ひと、みず、みどり」環境写真コンテスト 「ひと、みず、みどり」環境写真コンテスト 

　
八
月
二
十
一
日
、
「
星
空
の

街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
全
国
大
会
」

を
前
に
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下

が
、
こ
の
春
に
竣
工
し
た
大
宮

南
保
育
所
（
大
宮
町
口
大
野
）

を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
出
迎
え
に
「
お

い
く
つ
で
す
か
」
と
や
さ
し
く

問
い
か
け
ら
れ
る
と
、
緊
張
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
も

す
ぐ
に
笑
顔
に
戻
り
ま
し
た
。 

　
各
ク
ラ
ス
の
様
子
や
、
ホ
ー

ル
で
の
踊
り
の
披
露
を
ご
覧
に

な
ら
れ
た
後
、
記
念
に
タ
ム
シ

バ
の
木
を
植
樹
。
「
大
き
く
育

っ
て
ね
」
と
子
ど
も
た
ち
と
と 

 
緊張していた子どもたちの表情も、 
　　　　　やさしい問いかけで、すぐに笑顔に 

全
国
大
会
の
開
催
を
記
念

し
て
、子
ど
も
た
ち
の
代
表
、

中
山
市
長
と
と
も
に
植
樹 

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
お
成
り 

も
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
終
了
後
に
は
、
「
琴
引

浜
鳴
き
砂
文
化
館
」
（
網
野
町

掛
津
）
を
ご
視
察
に
な
り
、
恵

ま
れ
た
自
然
あ
ふ
れ
る
「
京
丹

後
」
、
美
し
い
自
然
を
守
り
・

共
生
す
る
「
京
丹
後
」
の
姿
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
翌
日
に
は
、
殿
下
の

お
声
が
か
り
に
よ
り
、
日
本
海

側
最
大
の
前
方
後
円
墳
「
銚
子

山
古
墳
」
と
と
も
に
、
浦
島
伝

説
に
ち
な
む
「
し
わ
榎
」
を
ご

視
察
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 



環境について環境について 

楽しく学楽しく学ぶ 
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　新エネルギーへの関心を高めてもらおうと、丹後

あじわいの郷内の情報交流センターで８月22日、「京

都エコエネルギーフォーラムin京丹後」を開催。 

　「環境共生のまちづくりと新エネルギーの可能性」

をテーマに、環境ジャーナリストの枝廣淳子さんが

「いま、地球のためにできること」と題して基調講

演。各国のエネルギー政策を紹介し、「『ゼロよりは

マシ』一人ひとりが何かに取り組むことが大切」で

あると、限りある資源の大切さを話されました。 

京都エコエネルギーフォーラム京都エコエネルギーフォーラムinin京丹後京丹後 京都エコエネルギーフォーラム京都エコエネルギーフォーラムinin京丹後京丹後 星 空 観 望 会星 空 観 望 会  星 空 観 望 会星 空 観 望 会  

間
伐
材
を
使
っ
て
の 

　
　
　
　
　
「
木
工
教
室
」 

自
転
車
で
の
発
電
体
験 

息
の
あ
っ
た 

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
を
披
露 

環境について 

楽しく学ぶ 

▼「星空の街・あおぞらの街全国大会」

でもオープニングを飾った「飛龍天衆」 

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
中
山
市
長
が
京
丹
後

市
が
進
め
る
「
自
然
と
調
和
す

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
話

す
な
ど
、
環
境
を
大
切
に
し
た

全
国
各
地
で
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　21日の夜には、峰山高等学校の小長谷誠教諭を講

師に「星空観望会」を開催。 

　雲が多くあいにくの天気でしたが、雲の間から見

え隠れする「夏の大三角形」や、太陽を卓球玉の大

きさに例えて宇宙の広大さなどをわかりやすく解説。

また、空気について「星がきらきらと輝くのは空気

があるからで、紫外線などの有害な物質の進入も防

いでいるとても大切なものです」と星と環境につい

て説明され、

来場者は心地

よい夏の夜風

に吹かれなが

ら、ロマンあ

ふれる星に想

いをはせまし

た。 

風人祭風人祭 
　
「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の

街
全
国
大
会
」
の
開
催
に
あ
わ

せ
て
八
月
二
十
一
日
・
二
十
二

日
の
二
日
間
、
丹
後
あ
じ
わ
い

の
郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
、
環

境
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
風
人
祭

（
ふ
う
じ
ん
さ
い
）
」
を
開
催

し
、
親
子
連
れ
な
ど
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
「
風
人
祭
」
は
、
環
境
意
識

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
環

境
保
全
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や
重

要
性
に
対
し
て
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
。 

　
豊
か
な
海
や
山
の
特
産
物
を

売
る
「
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」
の

ほ
か
に
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
は
、
環
境
啓
発
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
や
、
廃
油
を
利
用
し

た
石
け
ん
づ
く
り
な
ど
の
環
境

に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
紹
介
。

ま
た
、
参
加
型
自
然
体
験
と
し

て
、
間
伐
材
を
利
用
し
て
の
木

工
教
室
や
、
竹
炭
風
鈴
づ
く
り
、

木
の
つ
る
を
利
用
し
た
か
ご
づ

く
り
な
ど
多
彩
な
催
し
で
、
自

然
と
仲
良
く
す
る
方
法
を
学
び

ま
し
た
。 

　
会
場
中
央
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

「
全
国
大
会
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
飾
っ
た
、
和
太
鼓
集
団
「
飛

龍
天
衆
」
の
迫
力
あ
る
演
奏
や
、

「
ち
り
め
ん
丹
後
夢
美
人
ｏ
ｎ

ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
、
丹
後
六

町
の
商
工
会
女
性
部
の
み
な
さ

ん
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
よ
さ
こ

い
踊
り
を
披
露
。 

　
来
場
者
は
、
楽
し
み
な
が
ら

自
然
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま

し
た
。 

風人祭 
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丹後地域の産業の を目指し 新たに始動 丹後地域産業活性化推進会議丹後地域産業活性化推進会議 丹後地域産業活性化推進会議丹後地域産業活性化推進会議 丹後地域産業活性化推進会議 
　
丹
後
地
域
の
産
業
の
活
性
化
を
目
指
す
「
丹

後
地
域
産
業
活
性
化
推
進
会
議
」
の
平
成
十

六
年
度
総
会
を
、
九
月
二
日
に
久
美
浜
庁
舎

で
開
き
、
京
丹
後
市
誕
生
の
年
、
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

　
同
会
議
は
、
平
成
三
年
度
に
丹
後
機
械
工

業
協
同
組
合
が
行
っ
た
丹
後
地
域
産
業
活
性

化
の
た
め
の
調
査
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

丹
後
地
域
の
旧
六
町
と
商
工
会
、
産
業
団
体

な
ど
に
よ
り
平
成
六
年
六
月
に
「
丹
後
地
域

産
業
活
性
化
懇
話
会
」
と
し
て
発
足
。
こ
れ

ま
で
か
ら
、
産
業
振
興
に
関
す
る
講
演
会
の

開
催
や
、
「
Ｕ
」
・
「
Ｊ
」
・
「
Ｉ
」
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
情
報
の
発
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
や
新
産
業
創
出
に
つ
い
て
の
調
査
・

研
究
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
中
山
市
長
が
「
京
丹
後
市
に

お
い
て
産
業
の
振
興
・
発
展
は
、
重
要
な
課

題
で
す
。
智
恵
を
出
し
あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
、
さ

ま
ざ
ま
な

地
域
と
連

携
を
取
り

合
う
こ
と

が
不
可
欠

で
あ
り
、

市
と
し
て

も
積
極
的

に
取
り
組

ん
で
い
き

ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。

平
成
十
五
年

度
の
事
業
や

決
算
の
承
認
、

役
員
の
選
出

を
行
い
、
本

年
度
は
、
特

区
（
構
造
改

革
特
別
区
域
）

や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
調
査
・

研
究
を
行
う

「
地
域
開
発

部
会
」
、
首

都
圏
や
大
都
市
、
近
隣
市
町
村
な
ど
と
の
産

業
交
流
・
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
「
地
域

産
業
交
流
部
会
」
や
「
新
産
業
創
出
部
会
」、

「
情
報
化
部
会
」
を
設
け
、
事
業
を
推
進
し

て
い
く
な
ど
、
新
市
発
足
と
と
も
に
新
た
な

飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
総
会
終
了
後
に
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学

の
川
北
眞
史
教
授
が
「
地
域
づ
く
り
と
し
て

の
産
業
活
性
化
」
と
題
し
て
講
演
。
地
方
経

済
の
現
状
を
各
種
の
デ
ー
タ
を
元
に
解
説
す

る
と
と
も
に
、
産
官
学
の
連
携
の
重
要
性
や
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形

成
と
発
信
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
り
、
新
た
な
産
業
を
構

築
す
る
こ
と
の
必
要
性
な
ど
、
地
域
・
産
業

の
活
性
化
へ
の
ヒ
ン
ト
を
熱
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 

発　展発　展 
活性化活性化 
発　展発　展 
活性化活性化 
発　展 
活性化 

行
政
運
営
か
ら
行
政
経
営
へ 

更
な
る
市
民
起
点
・
市
民
参
画
・
市
民
協
働
へ 

行
財
政
改
革
推
進
本
部

行
財
政
改
革
推
進
本
部 

行
財
政
改
革
推
進
本
部

行
財
政
改
革
推
進
本
部 

行
財
政
改
革
推
進
本
部 

　
よ
り
一
層
の
市
民
参
画
を
得
る
中
で
、新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
柔
軟

で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実
現
を
目
指
し
て
、全
市
を
あ
げ
て
取
り
組
む

「
行
財
政
改
革
推
進
本
部
」の
第
一
回
会
議
を
、九
月
六
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
、行
財
政
改
革
の
骨
子
を
示
す
大
綱
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

　
同
会
議
は
、
中
山
市
長
を
本
部
長
に
、
理
事
者
と
全
部
局
長
二
十
三
人

で
構
成
。こ
の
日
示
さ
れ
た
行
財
政
改
革
大
綱
策
定
の
た
め
の
検
討
資
料

で
は
、「
市
民
本
位
の
開
か
れ
た
行
財
政
運
営
の
推
進
」、「
よ
り
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」、「
効
率
的
で
生
産
性
の
高
い
行
財
政
運
営
の
推

進
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、
行
政
評
価
制
度
の
導
入
や
、
組
織
・
機
構
の

あ
り
方
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
な
ど
、
十
の
具
体

的
検
討
項
目
を
設
け
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
検
討
を
行
い
、行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、改
革
の
項
目
ご
と
に
八
つ
の
検
討
グ
ル
ー
プ
を
庁
舎
内
に
設
け

て
諸
課
題
を
検
討
す
る
ほ
か
、
市
民

の
み
な
さ
ん
や
旧
町
ご
と
に
設
け

る
地
域
振
興
協
議
会
な
ど
の
幅
広

い
意
見
を
参
考
に
、
大
綱
・
推
進
計

画
の
骨
子
を
策
定
。
一
方
、
十
月
に

発
足
す
る
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
学

識
経
験
者
の
か
た
な
ど
に
よ
る
「
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
」に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
を
受
け
て
年
末
ま
で
に

大
綱
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

大
綱
を
具
体
化
す
る
推
進
計
画
は
、

本
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。 
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観光立市を目指して 観光立市を目指して タウンミーティング　イン　京丹後 開催 
　内閣府大臣官房と京丹後市の共催により、「タウンミーティング

イン　京丹後」を９月11日に、京都府丹後文化会館で盛大に開催し

ました。 

　「タウンミーティング」は、内閣の大臣などが広く国民のみなさ

んから意見を聞き、また直接語りかけることで、内閣と国民との対

話を促進することをねらいに開催。　 

　この「小泉内閣の国民対話」は、平成13年６月から全国各地で開

かれ、平成15年12月には開催回数が通算100回を超え、４万９千人

以上のかたが参加されています。 

　今回は、国土交通大臣で観光立国担当大臣の石原伸晃（のぶてる）

さんと、観光立国懇談会委員でデザイナーまたプロデューサーの山

本寛斎（かんさい）さんが「観光立市を目指して」をテーマに登壇。

魅力あふれる京丹後について、会場からの質問や要望に答えるなど、

来場者と意見を交わすとともに、さまざまな可能性を秘めた京丹後

市に熱いエールが贈られました。その概略をご紹介します。 

石原　伸晃さん 

平成２年　衆議院議員に初当選 

平成８年　通商産業政務次官 

平成13年　行政改革・規制改革

担当大臣 

平成15年　国土交通大臣 

タウンミーティング　イン　京丹後 開催 

　
「
ち
り
め
ん
の
ま
ち
」
と
い
う

こ
と
は
、
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

近
隣
を
含
め
て
こ
ん
な
に
き
れ
い

な
観
光
地
が
あ
る
こ
と
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。 

 

中
山
市
長
さ
ん
は
、
私
と
と
も

に
規
制
改
革
を
や
っ
て
い
た
仲
間

で
、「
京
丹
後
市
は
、
ち
り
め
ん
だ

け
で
な
く
、
観
光
も
す
ご
い
ん
で

す
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
広
域

連
合
に
し
て
い
く
の
か
、
そ
こ
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
」
と
聞
か
さ
れ
、

こ
れ
は
日
本
の
中
で
も
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
な
る
と
、
今
回
は
訪
ね
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

京
丹
後
市
は
、
見
て
い
る
だ
け

で
満
足
で
き
る
風
光
明
び
な
自
然

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

全
国
で
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
「
鳴
き
砂
」
も
有
名
で

す
し
、
や
は
り
、
日
本
海
と
い
う

と
「
か
に
」
で
す
ね
。
ま
た
、
さ

き
ほ
ど
町
長
さ
ん
や
市
長
さ
ん
と

話
を
し
て
、
お
も
し
ろ
い
と
思
っ

た
の
は
、
丹
後
七
姫
と
か
浦
島
太

郎
、
羽
衣
伝
説
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
伝
説
が
あ
り
、
京
丹
後
市
は
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
地
域
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

　
そ
う
い
う
地
域
が
連
帯
し
て
、

丹
後
の
地
域
を
み
が
い
て
い
く
こ

と
は
、
非
常
に
夢
が
あ
り
、
ま
た

可
能
性
が
あ
る
取
り
組
み
だ
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
を
結
ぶ
た
め
に

は
、
イ
ン
フ
ラ
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
・
道
路
や
鉄
道
な
ど

の
生
活
基
盤
を
形
成
す
る
構
造
物
）

の
整
備
が
重
要
で
す
。
現
在
は
、

京
都
縦
貫
自
動
車
道
、
近
畿
自
動

車
道
の
敦
賀
線
と
高
速
道
の
整
備

を
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
進
め

て
い
ま
す
。
丹
後
地
域
の
観
光
入

込
客
数
の
推
移
を
み
る
と
、
高
速

道
路
の
部
分
開
通
に
合
わ
せ
て
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乗
っ
た

り
降
り
た
り
で
す
の
で
、
こ
れ
が

つ
な
が
っ
て
初
め
て
、
さ
ら
に
効

果
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、

実
際
に
来
て
み
て
強
く
実
感
し
ま

し
た
。 

 

観
光
施
設
な
ど
の
ソ
フ
ト
、
あ

る
い
は
道
路
な
ど
の
ハ
ー
ド
を
組

み
合
わ
せ
て
、
広
域
的
な
取
り
組

み
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る

観
光
客
の
増
加
と
市
の
発
展
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

 

国
土
交
通
省
で
は
、
昨
年
か
ら

「
観
光
交
流
空
間
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
」
を
実
施
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
地
域
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
、
こ
ち
ら
か
ら
も
ご
要
望

が
で
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

京
丹
後
市
が
近
隣
の
市
町
と
広
域

的
な
連
携
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と

さ
れ
る
こ
と
に
、
国
土
交
通
省
と

し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
面
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
期
待

し
て
い
ま
す
。  

 

国
の
予
算
を
ど
ん
ど
ん
使
い
、

観
光
客
を
集
め
る
こ
と
が
、
ほ
ん

と
う
に
国
の
政
策
な
の
か
と
考
え

ま
す
が
、
宣
伝
し
な
く
て
は
、
人

は
来
て
く
れ
な
い
。
い
い
商
品
を

出
さ
な
い
と
、
違
う
と
こ
ろ
に
お

客
さ
ん
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
民
間
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
発
案
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
観
光
と
い
う
特
殊

な
も
の
を
、
産
業
と
し
て
と
ら
え

た
と
き
に
切
り
口
と
し
て
、
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
観
光
に
は
、
体
に
障
害

を
お
持
ち
の
か
た
、
ま
た
外
国
か 
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山本　寛斎さん 

昭和46年　 

 

 

　 

 

 

 

主な役職 

　東京ファッションデザイナー協議会幹事 

　ロシア国際人道救助協力基金海外顧問 

　日本魅力向上研究機構委員 

ら
お
越
し
の
か
た
に
対
し
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
言
葉
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
国
土
交
通
省
で
は
、
来
年
モ
デ

ル
的
に
二
十
一
世
紀
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
し
て
新
し
い
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
を
道
路
や
建
物
に
埋
め
込
み
、

携
帯
電
話
や
端
末
を
利
用
し
て
、

自
国
の
言
語
で
こ
こ
は
ど
こ
で
あ

る
か
な
ど
を
、
説
明
で
き
る
も
の

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目

の
見
え
な
い
か
た
で
も
美
術
館
で
、

ど
の
よ
う
な
絵
が
か
か
っ
て
い
る

か
を
耳
で
聞
け
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。 

  

本
日
は
、
み
な
さ
ま
の
ご
要
望

に
で
き
る
限
り
応
え
る
形
で
行
政

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
と
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

「
よ
し
俺
た
ち
は
自
分
た
ち
で
や

る
ん
だ
ぞ
」
と
い
う
こ
と
が
私
に

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち

で
自
ら
の
地
域
を
ど
う
し
て
い
こ

う
か
と
い
う
人
た
ち
が
、
日
本
中

に
も
っ
と
も
っ
と
増
え
て
く
る
と
、

各
地
域
に
元
気
が
で
て
く
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま

し
た
。
そ
し
て
寛
斎
さ
ん
の
言
葉

で
す
が
「
前
例
の
あ
る
未
来
は
な

い
、
前
例
の
な
い
の
が
未
来
だ
」

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
行
政
に

あ
た
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

 

こ
の
地
域
で
は
、
現
在
、
年
間

百
万
反
の
織
物
が
つ
く
ら
れ
、
そ

れ
が
い
い
時
の
十
分
の
一
に
減
っ

た
ら
し
い
で
す
が
、
一
反
で
着
物

一
着
と
れ
る
わ
け
で
、
ま
だ
百
万

人
分
が
売
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
う
と
う
驚
き
ま
し
た
。 

 

ち
り
め
ん
と
い
う
も
の
を
愛
し

情
熱
を
注
ぎ
、
売
る
と
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
愛
情
が
先
に
立
ち
、

将
来
ち
り
め
ん
と
人
々
の
生
活
が

ど
う
な
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
置

い
て
し
ま
い
、
自
己
弁
護
型
に
物

事
を
考
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、
だ

れ
し
も
が
陥
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

え
ら
く
と
が
っ
た
、
突
き
放
し

た
言
い
方
を
し
ま
す
が
、
再
度
着

物
ブ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
、
売
れ
ま

く
る
か
と
い
う
と
、
か
な
り
の
確

率
で
ノ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
広
島
県
と
山
口
県
の

間
に
、
日
本
で
最
も
デ
ニ
ム
の
生

地
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
た
が
い

ま
す
。
世
界
で
も
ま
れ
な
機
械
を

発
明
さ
れ
、
世
界
一
の
デ
ニ
ム
の

素
材
を
つ
く
り
、
ジ
ー
ン
ズ
メ
ー

カ
ー
に
卸
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
数
を
攻
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

多
く
の
人
が
共
鳴
す
る
ジ
ー
ン
ズ

と
ち
り
め
ん
と
は
い
か
が
な
関
係

に
な
れ
る
か
と
い
う
よ
う
な
、
発

想
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。 

 

海
に
近
い
と
こ
ろ
は
、
「
う
ち
は

魚
が
う
ま
い
よ
」
と
か
、
ま
た
布

地
も
「
何
と
か
織
り
が
あ
り
ま
す
」

と
必
ず
言
わ
れ
ま
す
。 

 

私
か
ら
み
る
と
、
そ
の
お
い
し

さ
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
感
じ
が

し
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
日
本

で
こ
こ
し
か
な
い
と
い
う
お
い
し

さ
を
確
立
し
、
自
覚
し
、
広
報
し

て
い
く
な
ら
ば
、
か
な
り
辺
ぴ
な

と
こ
ろ
も
、
今
は
求
め
ら
れ
る
時

代
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

従
来
の
発
想
と
違
う
と
こ
ろ
に
、

み
な
さ
ん
が
元
気
に
な
る
日
本
の

未
来
の
方
法
が
あ

り
そ
う
な
気
が
し

ま
す
。  

 

ア
イ
デ
ア
を
と

り
ま
す
と
き
に
心

す
る
こ
と
は
、
や

は
り
私
た
ち
が
次

な
る
世
代
を
生
も

う
と
思
う
と
、
や

は
り
肌
と
肌
で
す
。

私
は
、
握
手
と
同

じ
よ
う
に
温
度
を

感
じ
る
動
き
を
す

る
中
に
、
次
な
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
日
の
会
合
も
、
お
そ
ら
く
日

本
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
石

原
大
臣
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
希
望
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

 

そ
の
厳
し
い
状
態
を
く
ぐ
り
抜

け
て
、
京
丹
後
市
で
こ
う
い
う
会

話
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
み

な
さ
ん
に
「
そ
う
と
う
熱
い
も
の
」

が
あ
る
と
想
像
し
て
い
ま
す
。 

 

き
っ
と
情
熱
と
英
知
を
お
持
ち

に
違
い
な
い
み
な
さ
ん
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
、
調
子
に
乗
っ
て
い
た
だ
い

て
、
こ
の
地
域
全
体
が
、
ど
う
進

ん
だ
ら
い
い
の
か
と
い
う
よ
う
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
く
の
も
一
つ
と
思
い
ま
す
。  

 

こ
こ
の
地
域
・
丹
後
の
人
が
結

集
し
て
、
日
本
の
こ
の
地
域
に
し

か
な
い
活
動
を
、
力
を
足
し
算
に

し
て
目
指
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
、
こ
れ
で
も
か
と
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
よ
く
行
政
の
か
た

と
お
会
い
し
て
許
可
を
い
た
だ
く

と
き
、「
前
例
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、
「
こ

れ
か
ら
私
た
ち
が
得
る
未
来
に
、

前
例
が
あ
る
未
来
っ
て
あ
り
え
ま

す
か
」
と
言
い
ま
す
。
「
す
べ
て

が
前
例
の
な
い
未
来
」
を
私
た
ち

は
得
る
わ
け
で
す
。 

 

そ
れ
ら
の
道
の
ど
れ
に
い
く
か

と
い
う
と
き
に
、
前
例
と
い
う
「
も

の
さ
し
」
を
使
う
と
、
だ
め
だ
と

信
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

丹
後
の
人
た
ち
が
気
合
を
入
れ

て
が
ん
ば
る
こ
と
に
対
し
て
、
応

援
団
の
一
人
と
し
て
手
を
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

世
の
中
は
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

し
あ
わ
せ
の
感
じ
方
、
価
値
観
の

感
じ
方
も
変
化
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。 

 

し
か
し
、
自
分
の
手
で
目
標
や

夢
を
持
ち
、
そ
れ
を
つ
か
み
と
っ

て
い
こ
う
と
す
る
熱
や
温
度
は
、

人
に
伝
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。 

 

ご
当
地
の
応
援
団
の
一
人
と
し

て
、
今
後
な
ん
な
り
と
寛
斎
に
具

体
的
な
意
見
を
聞
い
て
み
た
い
と

い
う
案
件
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
で

き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
高
速
道
で
飛

ん
で
き
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ロンドンで日本人初のファ

ッションショーを開催 

文化交流を目的とした「ハ

ロー！ロシア」をモスクワ「赤

の広場」で開催 

平成５年 

平成15年   映画「青の炎」で俳優デビュー 
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第5050回 

丹後総合体育大会丹後総合体育大会 
熱戦
 

交流
 丹後総合体育大会丹後総合体育大会 丹後総合体育大会丹後総合体育大会 丹後総合体育大会丹後総合体育大会 

総合優勝 

峰山支部の選手・役員のみなさん 

総合準優勝 

網野支部の選手・役員のみなさん 

　
京
丹
後
市
発
足
後
、
初
め
て
と
な
る
「
丹
後

総
合
体
育
大
会
」（
市
体
育
協
会
主
催
）
が
、
九

月
五
日
に
峰
山
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
市

体
育
協
会
各
支
部
の
代
表
選
手
が
は
つ
ら
つ
と

し
た
プ
レ
ー
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

　
「
丹
後
総
合
体
育
大
会
」
は
、
『
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
』
の
始
ま
り
を
告
げ
る
九
月
の
第
一
日
曜

日
に
毎
年
開
催
。
今
年
で
五
十
回
を
数
え
る
永

い
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
丹
後
地
方
で
唯
一
の

総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
「
丹
後
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。 

　
今
大
会
は
、
雨
天
の
た
め
一
部
競
技
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
峰
山
途
中
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
峰
山
町
長
岡
）
を
本
部
会
場
に
五
町
十
五

会
場
で
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
「
力
」
と
「
技
」
を

存
分
に
発
揮
し
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。 

 

　
午
前
八
時
か
ら
、
途
中
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
た
開
会
式

で
は
、
大
会
副
会

長
の
垣
田
忠
男
体

育
協
会
峰
山
支
部

長
の
開
会
宣
言
の
後
、

「
功
労
者
表
彰
」
と

し
て
、
永
年
に
わ

た
り
丹
後
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
、
発
展

に
貢
献
い
た
だ
い

て
い
る
、
弥
栄
支
部
の
吉
岡
美
樹
雄
さ
ん
と
、

丹
後
支
部
・
清
水
正
夫
さ
ん
に
、
大
会
会
長
の

今
西
仁
体
育
協
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
今
西
会
長
が
「
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
」
と
開
会
あ

い
さ
つ
。
ま
た
中
山
市
長
が
「
本
市
最
大
の
ス

ポ
ー
ツ
祭
典
で
あ
り
、
市
民
総
参
加
の
も
と
、

相
互
の
友
情
を
深
め
、
健
康
増
進
、
活
力
あ
る

市
民
生
活
の
向
上
の
う
え
で
大
変
意
義
深
い
大

会
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
喜
び
と
感
謝
を

感
じ
る
一
日
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
の
積
み
重
ね
・
延
長
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
喜
び
に
は
じ
け
る
『
京
丹
後
市
』
が

築
か
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
選
手
の
み
な

さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
選
手
を
代
表
し
て
、
山
本
秀
之
さ
ん

（
峰
山
町
丹
波
・
軟
式
野
球
）
と
森
本
智
美
さ

ん
（
峰
山
町
丹
波
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
）
が

「
歴
史
あ
る
丹
後
総
合
体
育
大
会
を
成
功
に
導

く
た
め
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
に
徹
し
、
熱
い
熱
い

一
日
に
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
選

手
宣
誓
。 

　
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
軟
式
野
球
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
（
壮
年
男
子
・
一
般
女
子
）
を
除

き
、
今
大
会
か
ら
新
た
に
オ
ー
プ
ン
競
技
と
し

て
加
わ
っ
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
十

五
競
技
二
十
二
種
目
に
わ
た
っ
て
約
二
千
人
の

選
手
が
終
日
熱
戦
を
展
開
。
結
果
、
十
種
目
を

制
覇
し
た
峰
山
支
部
が
九
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。 

総
合
成
績 

第50回 

優
　
勝
　
峰
山
支
部 

準
優
勝
　
網
野
支
部 

第
三
位
　
大
宮
支
部 

第
四
位
　
久
美
浜
支
部 

第
五
位
　
弥
栄
支
部 

第
六
位
　
丹
後
支
部 
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峰山支部 網野支部 大宮支部 久美浜支部 弥栄支部 丹後支部 

総 合 成 績 

陸 上 青 年 

陸 上 壮 年  

陸 上 女 子 

卓　　　　球 

バレーボール男子 

バレーボール女子 

バレーボール家庭婦人 

ソフトテニス 

柔　　　　道 

剣　　　　道 

ゲートボール男子 

ゲートボール女子 

バドミントン 

サ ッ カ ー 

テ ニ ス 

グラウンドゴルフ男子 

グラウンドゴルフ女子 

ゴ ル フ 

ボーリング 

バスケットボール男子 

バスケットボール女子 

ソフトバレーボール 

１  

１  

１  

１  

１  

４  

５  

１  

１  

１  

３  

５  

１  

４  

４  

１  

３  

５  

１  

３  

５  

３  

３  

２  

５  

２  

６  

３  

１  

１  

５  

２  

４  

１  

６  

５  

１  

１  

４  

１  

１  

３  

１  

１  

１  

５  

 

３  

６  

５  

３  

２  

３  

４  

３  

５  

５  

４  

１  

２  

２  

５  

２  

６  

３  

４  

２  

４  

２  

４  

 

４  

2  

4  

4  

5  

2  

2  

4  

3  

3  

6  

2  

4  

3  

3  

3  

2  

4  

2  

5  

3  

－  

1

５  

3  

6  

5  

5  

－  

3  

2  

4  

2  

2  

4  

3  

５  

2  

－  

4  

6  

5  

4  

5  

5  

6

６  

4  

3  

2  

4  

－  

５  

５  

5  

－  

5  

3  

6  

6  

6  

5  

5  

２  

6  

6  

2  

4  

2

陸上競技 

新記録を達成されたみなさん 

　　　　　　　　（敬称略） 

青年男子 

　800m　平林稔久（弥栄支部） 

　　　　　　　　（2分00秒7） 

女子（35歳以上） 

　  60m　川戸優子（丹後支部） 

　　　　　　　　　　（8秒9） 

　100m　川戸優子（丹後支部） 

　　　　　　　　　（14秒4） 

　走高跳　井元清美（大宮支部） 

　　　　　　　（1m34cm） 

力強い選手宣誓を行った 

　　　山本秀之さん（右） 

　　　森本智美さん（左） 

順　位　表順　位　表 順　位　表 
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市
で
は
、
健
康
で
明
る
く
生

活
し
て
い
た
だ
く
学
習
の
場
と

し
て
、
旧
六
町
で
行
っ
て
い
た

高
齢
者
大
学
や
趣
味
の
教
室
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
高
齢
者
の
教
養
の
向
上

や
相
互
交
流
を
図
り
、
高
齢
者

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
た
め
行

っ
て
い
る
も
の
。
各
種
講
義
の

ほ
か
、
陶
芸
教
室
な
ど
の
美
術

実
技
、
市
内
の
史
跡
を
見
学
す

る
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
趣
味
の
教
室

と
し
て
、ち
ぎ
り
絵
や
盆
栽
、詩

吟
な
ど
の
各
種
の
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
各
地
区
に
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
自

立
し
た
お
年
寄
り
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

    

 
 

市
で
は
、旧
六
町

で
行
っ
て
い
た
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
含
む
「
高
齢
者
等

生
活
支
援
事
業
」
を

合
併
後
も
引
き
続

き
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
峰
山
町
、

丹
後
町
、
久
美
浜
町

で
行
っ
て
い
た
「
老

人
福
祉
電
話
電
話

料
助
成
」
は
、
全
市

域
が
対
象
に
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
、

日
常
動
作
訓
練
、
給
食
、
入
浴
、

趣
味
活
動
な
ど
の
「
生
き
が
い

活
動
支
援
通
所
事
業
」
を
行
う

な
ど
、
お
年
寄
り
が
住
み
な
れ

た
こ
の
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
と
と
も
に
、
心
身
機
能

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
で

本
人
、ま
た
は
、家
族
に
よ
る
食

事
の
提
供
が
困
難
な
か
た
が
対

象
。
定
期
的
に
食
事
を
配
達
す

る
と
と
も
に
安
否
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
一
食
あ
た
り
四
百
円

以
内
の
利
用
料
が
必
要
で
す
。 

　
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
車
椅

子
利
用
者
な
ど
、
一
般
の
交
通

機
関
の
利
用
が
困
難
な
か
た
を

対
象
に
、
ご
自
宅
と
病
院
な
ど

の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
市
内
で

の
移
動
は
、一
律
五
百
円
、市
外

の
場
合
は
お
住
ま
い
の
地
域
の

市
民
局
を
基
点
に
五
㌔
メ
ー
ト

ル
ご
と
に
三
百
円
の
利
用
料
が

必
要
で
す
。 

　
介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な

い
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
援
助

の
必
要
な
一
人
暮
ら
し
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
か
た
を
対
象
に

炊
事
、
洗
濯
な
ど
の
日
常
生
活

の
援
助
を
行
い
ま
す
。
一
時
間

あ
た
り
二
百
円
の
利
用
料
が
必

要
で
す
。 

 

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
で

防
火
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
か

た
に
対
し
、電
磁
調
理
器
、火
災

警
報
器
、自
動
消
火
器
を
給
付
。

ま
た
、
老
人
用
電
話
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。
給
付
の
負
担

額
は
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、老
人
電
話
の
貸
し
出
し
は
、

電
話
料
金
の
う
ち
基
本
使
用
料

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の

か
た
を
対
象
に
、緊
急
時
に
備
え
、

消
防
本
部
と
直
結
し
た
緊
急
通

報
装
置
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。 

 

九
月
二
十
日
は
敬
老
の
日
。
一
昨
年
ま
で
は
、
九
月

十
五
日
で
し
た
が
、「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律（
祝

日
法
）」の
改
正
に
よ
り
、昨
年
か
ら
九
月
の
第
三
月
曜

日
と
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
、
市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
一
万

七
千
四
百
八
十
九
人
、
人
口
の
約
二
六
・
六
％
を
占
め

て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、新
市
建
設
計
画
の
基
本
理
念
の
な
か
で「
と

も
に
支
え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康･

福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、京
丹
後
市
の
老
人
福
祉
施
策
に
つ
い
て
主

な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

支援の必要なお年寄り 

高
齢
者
等 

生
活
支
援
事
業 

食
の
自
立
支
援 

サ
ー
ビ
ス
事
業 

元
気
な
お
年
寄
り 

外
出
支
援 サ

ー
ビ
ス
事
業 

軽
度
生
活
援
助
事
業 

（
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
） 

老
人
日
常
生
活 

用
具
等
給
付
事
業 

緊
急
通
報 

シ
ス
テ
ム
設
置 

 

祝長寿 

と
も
に
支
え
合
い
、

と
も
に
支
え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

健
康
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

と
も
に
支
え
合
い
、

と
も
に
支
え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

健
康
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

と
も
に
支
え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 
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詳しくは、高齢者福祉課 
�６９－０３３０ 
にお問い合わせください 

　
市
が
介
護
保
険
法
に
基
づ
き

「
要
支
援
」、ま
た
は
、「
要
介
護
」

状
態
で
あ
る
と
認
定
し
た
か
た

は
、
同
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
施
設

に
入
所
す
る「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」

と
在
宅
で
行
う「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

が
あ
り
ま
す
。 

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
や
介
護
老
人
保
健

施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設

な
ど
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。 

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
訪
問

介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

や
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護

な
ど
で
す
。ま
た
、通
所
介
護（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）や
、短
期
入
所
生

活
介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。 

　
な
お
、施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、要

介
護
の
か
た
し
か
利
用
で
き
ま

せ
ん
。 

 

 

介
護
老
人
保
健
施
設
や
、
指

定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
は
、

医
学
的
管
理
の
下
に
看
護
や
療

養
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
常

時
介
護
が
必
要
で
在
宅
介
護
が

困
難
な
要
介
護
者
に
日
常
生
活

上
の
お
世
話
や
、
機
能
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

 

在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
を
基

本
に
、介
護
事
業
所
に
通
っ
た
り
、

短
期
宿
泊
し
た
り
す
る
、
家
の

中
で
介
護
や
看
護
を
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

　
訪
問
介
護
と
は
、
一
人
で
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な

か
た
を
対
象
に
、 

介
護
福
祉
士

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
専

門
家
の
手
に
よ
っ
て
、
健
康
な

生
活
の
確
保
を
目
指
し
、
満
足

で
き
る
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
的
に
、食
事
、排
泄
、掃
除
、

洗
濯
な
ど
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
の

か
た
の
身
体
的
、

精
神
的
、
経
済
的

な
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
す
る
お
手

伝
い
が
で
き
る
よ

う
、「
家
族
介
護
支

援
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

  

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
か
た
に
対
し
、
介

護
相
談
や
介
護
方
法
・
介
護
予

防
の
知
識
、技
術
の
習
得
、介
護

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

に
つ
い
て
の
教
室
を
開
催
。 

 

費
用
に
つ
い
て
は
、
教
室
の

内
容
に
よ
っ
て
実
費
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た

は
５
の
認
定
を
受
け
た
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
か
た

に
、
家
族
介
護
用
品
引
換
券
を

交
付
。
市
の
指
定
業
者
か
ら
用

品
券
と
引
き
換
え
に
介
護
用
品

が
受
け
取
れ
ま
す
。
対
象
と
な

る
介
護
用
品
は
、紙
お
む
つ
、尿

取
り
パ
ッ
ド
、使
い
捨
て
手
袋
、

清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

の
五
品
目
で
す
。 

 

な
お
、
こ
の
事
業
の
対
象
者

は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
か
た
に
対
し
、
介

護
か
ら
一
時
的
に
解
放
し
、
心

身
の
回
復
を
図
る
た
め
、
介
護

者
交
流
会
、
社
会
福
祉
施
設
見

学
会
、宿
泊
、ま
た
は
日
帰
り
旅

行
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

 

費
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

内
容
に
よ
っ
て
実
費
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

介
護
保
険
の
要
介
護
４
、
ま

た
は
５
に
相
当
す
る
と
認
め
ら

れ
る
高
齢
者
を
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
か
た
に
、
そ
の

慰
労
と
し
て
年
額
十
万
円
を
支

給
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
事
業
の
対
象
者

は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
、
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
か
、ま
た
は
、介
護
し
て
い

た
か
た
が
、
そ
の
経
験
を
活
か

し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
た
め
、
訪
問
介
護
員
研
修

二
級
課
程
、
ま
た
は
三
級
課
程

を
受
講
し
た
場
合
に
受
講
料
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

在
宅
サ
ー
ビ
ス 

介護する家族のかた 家
族
介
護 

　
　
支
援
事
業 

家
族
介
護
教
室
事
業 

家
族
介
護
者 

交
流
事
業 

家
族
介
護
慰
労
金 

支
給
事
業 

家
族
介
護
者 

ヘ
ル
パ
ー
研
修
受
講

支
援
事
業 

家
族
介
護
用
品 支

給
事
業 
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と
考
え
る
。 

○
厳
し
い
財
政
下
に
お
い
て
は
、

一
日
も
早
く
総
合
計
画
、
行
財
政

改
革
な
ど
の
関
係
計
画
を
作
成
し
、

施
策
を
進
め
る
べ
き
だ
。
議
会
政

務
調
査
費
の
交
付
制
度
を
先
行
し

て
提
案
す
る
こ
と
は
、
市
民
感
情

と
し
て
理
解
し
難
い
。 

○
月
額
三
十
八
万
円
の
議
員
報
酬

は
、
何
に
対
し
て
の
報
酬
か
。
政
務

調
査
を
含
む
議
員
の
仕
事
へ
の
報

酬
の
は
ず
。
財
政
難
を
ど
う
ク
リ

ア
す
る
か
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ

た
の
が
合
併
で
は
な
い
の
か
。 

○
政
務
調
査
費
の
交
付
は
、
地
方

自
治
法
に
規
定
が
あ
る
が
、
慎
重

に
対
応
す
べ
き
だ
と
思
う
。 

 

最
大
の
課
題
で
あ
る
行
財
政
改

革
に
全
力
を
と
、
市
長
、
議
員
と
も

に
主
張
さ
れ
市
民
も
全
く
同
感
の

今
日
、
今
回
の
対
応
に
関
係
者
の

中
で
ど
ん
な
論
点
が
あ
っ
た
の
か

と
思
う
。 

○
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
議

員
だ
け
が
多
額
の
報
酬
、
加
え
て

政
務
調
査
費
月
額
二
万
円
交
付
。

市
民
の
認
識
と
は
裏
腹
に
こ
の
条

例
を
定
例
会
審
議
に
乗
せ
る
ほ
ど

ゆ
と
り
の
財
政
な
の
か
。
市
民
は

合
併
に
よ
る
水
道
料
金
、
し
尿
処

理
料
な
ど
の
負
担
額
の
増
減
に
一 

喜
一
憂
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。 

 

意
見
募
集
す
る
前
に
も
っ
と
説

明
が
必
要
だ
っ
た
。 

○
議
員
の
職
務
は
、
市
内
外
を
調

査
し
、
市
民
の
声
を
聞
き
市
政
に

反
映
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
見
合
う

報
酬
は
支
払
わ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
の
政

務
調
査
費
は
、
た
と
え
会
派
に
対

し
て
で
も
不
要
と
考
え
る
。 

 

地
方
分
権
を
推
進
し
て
い
く
上

で
、
地
方
議
会
が
担
う
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、

市
議
会
の
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
市
と
し
て
議
会
調
査
活

動
の
基
盤
と
な
る
最
低
限
の
政
務

調
査
費
を
交
付
す
る
こ
と
は
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

 

議
員
の
調
査
研
究
活
動
に
要
す

る
経
費
は
、
議
員
報
酬
に
含
ま
れ

る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
報

酬
は
議
員
活
動
の
対
価
と
し
て
の

本
来
の
報
酬
と
し
て
、
ま
た
政
務

調
査
費
は
議
会
活
動
に
係
る
調
査

研
究
に
要
す
る
経
費
と
し
て
区
分

し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
適
当
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

 

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
る

一
方
で
、
政
務
調
査
費
を
交
付
す

る
こ
と
は
行
財
政
改
革
に
反
す
る

と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
政

務
調
査
費
の
活
用
に
よ
り
、
よ
り

充
実
し
た
行
財
政
改
革
の
議
論
が

な
さ
れ
、
行
財
政
改
革
が
進
展
す

る
こ
と
に
よ
り
、
要
し
た
経
費
以

上
に
経
費
節
減
効
果
が
現
れ
、
財

務
体
質
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
、
行
財
政
改
革
の

推
進
と
政
務
調
査
費
の
交
付
が
必

ず
し
も
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
、

特
色
あ
る
施
策
を
展
開
す
る
に
は
、

政
務
調
査
と
し
て
他
の
自
治
体
の

事
例
を
研
究
す
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
ま
す
。 

 

し
か
し
、
本
制
度
に
対
し
て
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
厳
し
い
ご
意

見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制

度
の
趣
旨
、
目
的
な
ど
に
つ
い
て

市
と
し
て
の
説
明
不
足
や
、
意
見

提
出
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
期

間
の
不
足
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、

制
度
の
内
容
、
運
用
を
含
め
、
再
度

検
討
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
、

九
月
定
例
会
へ
の
条
例
案
の
提
出

を
見
送
り
、
本
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、議
会
と
と
も
に
調
査
研
究
、

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。 

○
「
会
派
に
属
し
て
い
な
い
議
員

も
会
派
と
み
な
す
」
で
は
、
個
人
に

支
払
う
こ
と
と
な
る
。
会
派
の
活

動
状
況
を
見
極
め
、
市
民
の
賛
同

を
得
ら
れ
て
か
ら
検
討
す
べ
き
。 

 

議
員
の
調
査
研
究
活
動
を
保
証

す
る
た
め
会
派
に
属
さ
な
い
議
員

も
会
派
と
み
な
し
交
付
す
る
こ
と

が
適
当
と
考
え
ま
す
。 

○
宮
津
市
、
福
知
山
市
（
年
額
十
二

万
円
）
を
上
回
る
の
は
な
ぜ
か
。
市

の
財
政
難
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

議
員
と
し
て
必
要
な
調
査
費
は
理

解
で
き
る
が
、
不
足
す
れ
ば
自
ら

支
出
す
る
く
ら
い
の
心
構
え
が
ほ

し
い
。 

 

調
査
研
究
活
動
に
係
る
必
要
最

低
限
の
経
費
と
財
政
上
許
容
で
き

る
額
を
勘
案
し
て
、
月
額
二
万
円

を
検
討
案
と
し
て
示
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
制
度
全
般
を
含
め
再
度

検
討
し
ま
す
。 

○
使
途
基
準
を
見
て
あ
然
と
し
た
。

議
員
活
動
に
関
す
る
一
切
の
も
の

が
並
ん
で
い
る
。
い
く
ら
上
限
額

を
二
万
円
と
し
て
も
厚
か
ま
し
い

の
で
は
。 

○
本
来
の
議
員
報
酬
の
中
で
行
う

べ
き
議
員
活
動
の
上
乗
せ
的
な
感

じ
が
す
る
。 

　
資
料
購
入
費
、
人
件
費
、
事
務
所

費
な
ど
は
、
個
人
も
し
く
は
会
派

で
負
担
す
べ
き
も
の
。 

 

調
査
研
究
活
動
に
要
す
る
経
費

を
使
途
基
準
と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。
使
途
に
つ
い
て
、
よ
り
透
明
性

を
高
め
る
た
め
議
会
と
調
整
し
、

再
度
検
討
し
ま
す
。 

○
報
告
の
速
報
性
に
つ
い
て
、
年

に
一
度
の
収
支
報
告
書
だ
け
で
は
、

ど
う
い
っ
た
活
動
が
な
さ
れ
た
か

時
々
刻
々
と
情
勢
が
変
わ
る
現
代 

に
あ
っ
て
い
な
い
と
思
う
。 

○
領
収
書
な
ど
を
添
付
し
て
議
長

に
提
出
と
あ
る
が
、
一
般
市
民
か

ら
請
求
が
あ
れ
ば
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

積
極
的
な
情
報
の
公
開
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
方
法
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
調
整
し
、再
度
検
討
し
ま
す
。 

○
調
査
費
の
枠
が
年
度
末
に
余
っ

た
場
合
、
翌
年
度
の
予
算
枠
確
保

の
た
め
い
ろ
い
ろ
と
名
目
を
考
え

て
費
消
し
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
な

く
し
て
ほ
し
い
。 

　
情
報
公
開
を
促
進
し
、
透
明
性

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正

な
執
行
を
確
保
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。 

○
報
告
の
義
務
と
と
も
に
、
不
正

が
あ
っ
た
場
合
は
、
調
査
費
の
返

還
と
、
構
成
員
全
員
に
「
課
徴
金
な

ど
」を
課
す
な
ど
す
れ
ば
よ
い
。 

○
全
国
的
に
議
員
の
調
査
費
な
ど

に
つ
い
て
不
透
明
さ
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
十
分

に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
議
会
対

策
に
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し

て
ほ
し
い
。 

 

情
報
公
開
を
促
進
し
、
そ
の
使

途
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。
透
明
性
の
確

保
の
方
法
に
つ
い
て
は
議
会
と
と

も
に
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。 

 

ま
た
、
罰
則
に
つ
い
て
は
、
他
制

度
と
の
均
衡
も
あ
り
、
本
制
度
の

み
罰
則
強
化
す
る
こ
と
は
不
適
当

と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
議
員
は
住

民
か
ら
選
挙
さ
れ
る
立
場
に
あ
り

ま
す
の
で
、
情
報
の
公
開
な
ど
に

よ
り
、
住
民
の
判
断
に
委
ね
る
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。 

市
の
考
え
方 

◎
交
付
の
対
象 

意
見
要
旨 

市
の
考
え
方 

◎
交
付
額
、交
付
方
法 

意
見
要
旨 

市
の
考
え
方 

意
見
要
旨 

◎
使
途
基
準 

意
見
要
旨 

市
の
考
え
方 

◎
収
支
報
告 

意
見
要
旨 

市
の
考
え
方 

◎
政
務
調
査
費
の
返
還 

市
の
考
え
方 

◎
透
明
性
の
確
保 

意
見
要
旨 

市
の
考
え
方 
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○
減
免
要
件
の
幹
線
農
道
（
市
道

相
当
）
の
定
義
を
明
確
に
す
べ
き

で
あ
る
。 

○
幹
線
農
道
は
、
市
道
相
当
と
あ

る
が
、
市
道
バ
イ
パ
ス
、
通
学
路
、

防
災
、
集
落
間
交
流
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
利
用
形
態
が
あ
り
、限
定
せ
ず
、

減
免
す
べ
き
で
あ
る
。 

○
農
村
地
帯
の
農
道
は
、
幹
線
で

な
く
と
も
公
共
性
の
高
い
道
路
で

あ
り
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
市

道
相
当
と
判
断
し
減
免
す
べ
き
で

あ
る
。 

○
減
免
要
件
に
橋
り
ょ
う
の
項
目

が
な
い
が
、
減
免
要
件
に
追
加
す

べ
き
で
あ
る
。 

 

幹
線
農
道
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

土
地
改
良
事
業
に
お
い
て
、
道
路

の
起
終
点
が
公
道
に
接
し
、集
落
間
、

あ
る
い
は
地
域
間
を
連
絡
す
る
市

道
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
基

幹
的
農
道
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
幹
線
農
道
に
お
い
て
、
事
業
計

画
段
階
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
降
に
、

市
道
認
定
さ
れ
た
農
道
や
、
市
道

に
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
公

共
性
の
強
い
農
道
に
つ
い
て
、
市

道
整
備
事
業
と
同
じ
水
準
で
地
元

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
減
免
す

る
も
の
で
す
。 

 

幹
線
農
道
以
外
の
農
道
は
、
農

地
の
耕
作
に
必
要
な
道
路
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
市
道
ま
た
は

市
道
相
当
の
幹
線
農
道
に
比
べ
公

共
性
が
低
い
こ
と
が
、
減
免
要
件

を
限
定
す
る
理
由
で
す
。 

 

な
お
、
幹
線
道
路
の
付
帯
構
造

物
と
し
て
整
備
さ
れ
た
橋
り
ょ
う

に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
に
含
ま

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

○
幹
線
排
水
施
設
に
は
、
排
水
路

と
強
制
排
水
設
備
が
あ
り
、
字
句

で
区
別
し
、
幹
線
排
水
路
お
よ
び

河
川
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

○
支
線
排
水
路
で
も
幹
線
相
当
の

排
水
路
が
あ
る
た
め
、
幹
線
相
当

の
支
線
排
水
路
も
減
免
対
象
と
す

べ
き
で
あ
る
。 

○
河
川
で
な
く
て
も
洪
水
対
策
な

ど
、
環
境
整
備
に
寄
与
し
て
お
り

減
免
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

○
土
地
改
良
事
業
で
造
成
さ
れ
る

水
田
お
よ
び
幹
線
、
支
線
排
水
路

は
大
量
の
雨
を
貯
め
る
ダ
ム
的
治

水
施
設
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
公
共
的
施
設
で
あ
り
、
減
免

要
件
に
追
加
す
べ
き
で
あ
る
。 

○
分
岐
排
水
路
、
幹
線
排
水
路
の

防
潮
施
設
（
樋
門
）
も
、
施
設
の
公

共
性
か
ら
減
免
対
象
と
す
べ
き
で

あ
る
。 

 
幹
線
排
水
施
設
は
、
整
備
前
に

普
通
河
川
で
あ
っ
た
施
設
（
水
路

な
ど
）を
、土
地
改
良
事
業
で
地
区 

内
の
基
幹
排
水
路
な
ど
と
し
て
整

備
し
た
場
合
を
対
象
と
し
て
お
り
、

自
然
流
下
の
排
水
路
や
強
制
排
水

施
設
と
の
区
分
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

減
免
対
象
の
幹
線
排
水
施
設
に

は
、
単
に
排
水
路
だ
け
で
な
く
、
防

潮
樋
門
な
ど
の
排
水
関
連
施
設
も

含
む
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

減
免
対
象
を
河
川
と
限
定
す
る

理
由
は
、
他
課
で
行
う
河
川
整
備

事
業
と
同
一
水
準
で
地
元
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
市
が
管
理
す

る
普
通
河
川
に
つ
い
て
減
免
す
る

も
の
で
あ
り
、
河
川
以
外
の
水
路

に
つ
い
て
は
、
他
事
業
と
の
公
平

性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
対
象

と
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

支
線
排
水
路
に
つ
い
て
は
、
ご

指
摘
の
よ
う
に
農
業
用
水
だ
け
で

な
く
、
集
落
お
よ
び
地
区
内
の
雨

水
も
混
入
す
る
た
め
、
洪
水
調
整

機
能
を
持
つ
施
設
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
減
免
要
件
に

加
え
ま
す
と
、
す
べ
て
の
排
水
路

に
つ
い
て
普
通
河
川
に
準
ず
る
も

の
と
な
り
、
他
事
業
と
の
公
平
性

の
問
題
や
市
の
財
政
上
の
問
題
が

あ
り
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。 

○
小
規
模
土
地
改
良
事
業
は
知
恵

と
自
助
努
力
を
す
る
意
義
あ
る
事

業
で
あ
る
。
三
十
戸
未
満
の
小
集

落
に
対
し
て
は
負
担
の
軽
減
を
考

慮
し
、
労
務
の
み
の
負
担
と
す
べ

き
で
あ
る
。 

 

本
事
業
の
趣
旨
は
、
工
事
費
の

コ
ス
ト
縮
減
、
集
落
・
営
農
組
織
の

育
成
・
強
化
、
施
設
の
良
好
な
維
持

管
理
を
目
的
と
し
、
地
域
住
民
参

加
型
事
業
へ
の
支
援
措
置
と
し
て

位
置
づ
け
、
地
元
施
工
さ
れ
る
小

規
模
な
土
地
改
良
事
業
の
資
材
費
・

機
械
費
に
対
し
、
一
定
額
の
補
助

金
を
交
付
し
、
農
家
負
担
を
軽
減

す
る
事
業
で
す
。 

　
小
集
落
（
三
十
戸
未
満
）
に
対
す

る
負
担
軽
減
措
置
は
、
既
に
「
市
営

小
規
模
土
地
改
良
工
事
」
分
担
金

で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

　
本
補
助
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
意
見
に
係

る
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
落

の
事
情
に
応
じ
て
、
別
途
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
は
、

今
後
の
市
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
実
施
の
際
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
市
と
し
ま
し

て
は
、「
府
営
土
地
改
良
事
業
分
担

金
徴
集
条
例
施
行
規
則
の
制
定
」
、

「
小
規
模
土
地
改
良
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
の
制
定
」
、「
農
林
水
産

業
施
設
等
整
備
事
業
に
係
る
分
担

金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
と
し
、

速
や
か
に
規
則
・
要
綱
案
の
公
布
・

施
行
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

○
市
財
政
が
厳
し
い
た
め
、
計
上

す
べ
き
で
な
い
と
い
う
声
も
あ
る

が
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
の

研
さ
ん
、
活
動
の
報
告
（
透
明
性
）

の
確
保
の
た
め
に
も
支
出
し
、
有

効
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
良 

　
市
で
は
、今
年
七
月
に「
京
丹
後
市
民
意
見
提
出
手
続（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）要
綱
」を
定
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
制
度
は
、
市
が
定
め
よ
う
と
す
る
条
例
や
規
則
、
要
綱
な
ど

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
方
を
示
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を

お
聞
き
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
回
、「
府
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
に
か
か
る
減
免
の
割
合
」を

定
め
た
条
例
施
行
規
則
の
制
定
な
ど
、四
件
に
つ
い
て
意
見
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
十
八
件
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
、市
の
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
な
お
、紙
面
の
都
合
で
す
べ
て
の
意
見
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。ま
た
、ご
意
見
は
、要
約
、分
割
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度 
４
案
件
に

４
案
件
に
1818
の
意
見

の
意
見 
４
案
件
に

４
案
件
に
1818
の
意
見

の
意
見 
４
案
件
に
18
の
意
見 

◎
幹
線
農
道（
市
道
相
当
）の 

分
担
金
減
免
要
件 

意
見
要
旨 

府
営
土
地
改
良
事
業 

分
担
金
の
減
免
割
合 

市
の
考
え
方 

◎
幹
線
排
水
施
設（
河
川
）の 

分
担
金
減
免
要
件 

意
見
要
旨 

市
の
考
え
方 

意
見
要
旨 

市
の
考
え
方 

小
規
模
土
地
改
良
事
業 

補
助
金
の
補
助
率 

農
林
水
産
業
施
設
整
備
事
業 

分
担
金
の
減
免
割
合 

京
丹
後
市
議
会 

政
務
調
査
費
の
交
付 

◎
交
付
の
趣
旨 

意
見
要
旨 
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●
予
約
で
き
る
施
設 

▽
峰
山
町
＝
峰
山
総
合
運
動
公
園
、

峰
山
途
中
ヶ
丘
公
園
、
天
女
の
里
、

峰
山
地
域
公
民
館
、
峰
山
織
物
セ

ン
タ
ー
、
▽
大
宮
町
＝
大
宮
織
物

ホ
ー
ル
、
小
町
公
園
、
大
宮
社
会

体
育
館
、
大
宮
自
然
運
動
公
園
、

▽
網
野
町
＝
網
野
体
育
セ
ン
タ
ー
、

網
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
▽
丹
後
町
＝

丹
後
地
域
公
民
館
、
丹
後
社
会
体

育
館
、
豊
栄
山
村
広
場
、
▽
弥
栄

町
＝
弥
栄
地
域
公
民
館
、
弥
栄
社

会
体
育
館
（
改
修
工
事
の
た
め
年

内
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）
、
▽
久

美
浜
町
＝
久
美
浜
公
会
堂
、
久
美

浜
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
久
美
浜
婦
人

セ
ン
タ
ー
、
久
美
浜
林
業
セ
ン
タ
ー
、

久
美
浜
農
業
セ
ン
タ
ー
、
久
美
浜

機
業
セ
ン
タ
ー
、
久
美
浜
果
樹
セ

ン
タ
ー
、
久
美
浜
健
康
セ
ン
タ
ー
、

久
美
浜
ぎ
ょ
そ
ん
セ
ン
タ
ー 

予約システムについては、 

情報システム課（☎69-0130）に

お問い合わせください。 

また、施設については、各施設の

窓口にお問い合わせください。 

　
こ
れ
ま
で
公
共
施
設
を
利
用
す

る
と
き
は
、
各
施
設
に
電
話
し
て
、

空
き
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の

利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
、
休
日

や
夜
間
で
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

接
続
し
て
公
共
施
設
の
空
き
状
況

の
確
認
や
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

改
修
を
行
い
ま
し
た
。 

　
十
月
か
ら
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
端
末

か
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接

続
し
て
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

●
予
約
後
は
申
請
が
必
要 

　
な
お
、
予
約
シ
ス
テ
ム
や
電
話

で
の
予
約
は「
仮
受
付
」で
す
の
で
、

決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
各
施
設

の
受
付
窓
口
に
利
用
申
請
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と

で
利
用
申
請
手
続
き
が
完
了
し
ま

す
。（
申
請
書
は
各
施
設
の
受
付
窓

口
に
備
え
付
け
の
も
の
を
ご
使
用

く
だ
さ
い
） 

●
ユ
ー
ザ
ー
登
録
が
必
要 

　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
事
前

に
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
ユ
ー
ザ
ー

登
録
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
利
用
者
情

報
を
登
録
。
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
は
登
録
後
即
時
発
行
し

ま
す
。
取
得
し
た
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
使
用
し
て
公
共
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
電
話
で
も
受
け
付
け 

　
各
施
設
と
も
従
来
ど
お
り
電
話

で
の
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。（
久

美
浜
町
内
の
施
設
に
つ
い
て
は
久

美
浜
市
民
局
地
域
総
務
課
（
☎
六

九
‐
〇
七
一
六
）で
受
け
付
け
ま
す
） 

●
10
月
以
降
の
予
約
が
可
能 

　
施
設
の
予
約
は
、
十
月
以
降
の

分
か
ら
可
能
で
す
。 

　
施
設
に
よ
っ
て
は
、
直
近
の
日

時
の
予
約
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
予
約
で
き
る
月
数

は
施
設
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
予
約
の
受
け
付
け
は
、
原
則
と

し
て
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

  

10月1日からサービス開始 

公共施設の予約 

市ホームページで可能に市ホームページで可能に 市ホームページで可能に市ホームページで可能に 市ホームページで可能に 

市ホームページから「公共施設予約」をクリックすると接続できます 

このシステムをご利用になるにはFlashプレーヤーが必要です。 

Flashプレーヤーは、下記のホームページから無償で取得することができます。 

http ://www.macromedia .com/jp/software/f lash/

●
ご
注
意 

●公共施設予約システムに接続するには京丹後市ホームページ 

http://www.city.kyotanago.kyoto.jp/ 
に接続してください 
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海
外
の
国
の
都
市
と
姉
妹
都
市

を
結
ん
で
、
交
換
留
学
生
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
京
丹
後
市
を
国
際
交
流
豊
か
な

ま
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
市
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
か
た
が
住
ん
で
い
て
、
そ
の

か
た
た
ち
が
差
別
さ
れ
な
い
よ
う

に
市
民
に
理
解
を
呼
び
か
け
る
よ

う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。 

（
市
内
・
女
性
） 

　
国
際
社
会
に
対
応
し
た
人
材
育

成
は
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
す
。 

　
合
併
前
に
は
、
弥
栄
町
が
ス
イ

ス
連
邦
の
マ
イ
リ
ン
ゲ
ン
村
と
姉

妹
都
市
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
今

後
、
市
と
し
て
ど
う
い
っ
た
形
で

国
際
交
流
を
進
め
て
い
く
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
市
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
か
た
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
異
な
る
文
化
を
理
解
し
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
啓
発
し
、
相
互

に
共
存
で
き
る
平
和
で
豊
か
な
京

丹
後
市
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

【
企
画
推
進
課
】 

　
京
丹
後
市
は
、
京
都
市
内
に
出

か
け
る
の
に
何
時
間
も
か
か
り
不

便
な
地
域
で
す
。 

　
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
京
丹
後
市
内
で
は
、
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
利
用
で
き
る
地
域
と
で

き
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

市
が
設
置
し
て
い
る
光
フ
ァ
イ
バ

網
を
利
用
し
て
、
高
速
通
信
が
可

能
な
、
そ
の
う
え
、
利
用
料
金
が

一
定
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
市
内
の
ど
の

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
使
え
る
よ

う
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市

内
の
Ｉ
Ｔ
格
差
解
消
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
市
内
・
男
性
） 

　
現
在
、
京
丹
後
市
内
で
は
数
社

が
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
設
備
や
事
業

者
の
採
算
性
の
面
な
ど
か
ら
サ
ー

ビ
ス
未
提
供
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
昨
年
度
に
整
備
し
た

市
役
所
庁
舎
や
公
共
施
設
を
結
ぶ

「
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

光
フ
ァ
イ
バ
網
を
幹
線
と
し
て
活

用
し
、
そ
れ

よ
り
先
の
家

庭
や
事
業
所

へ
向
け
た
超

高
速
・
大
容

量
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
、

全
市
域
を
対

象
に
整
備
す

る
計
画
づ
く

り
に
着
手
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
超
高
速
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
整
備
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
化
に
伴
う
行
政
情
報

の
提
供
、
自
主
制
作
番
組
の
放
送
、

難
視
聴
地
域
の
解
消
、
さ
ら
に
は
、

高
度
情
報
通
信
基
盤
を
活
か
し
た

福
祉
、
防
災
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
都
市
に

劣
ら
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

環
境
が
整
う
と
と
も
に
、
市
内
で

の
情
報
通
信
格
差
の
解
消
も
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
事
業
の
基
本
計
画

及
び
実
施
設
計
の
一
部
を
行
う
た

め
の
予
算
（
約
三
千
万
円
）
を
計

上
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
七
年
度
と
十
八
年
度
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
準
備
を
行

い
、
平
成
十
九
年

度
中
に
供
用
開
始

と
い
う
予
定
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
形
態

な
ど
を
十
分
に
調

査
、
検
討
し
て
事

業
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

【
情
報
シ
ス
テ
ム
課
】  

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
や
ご

提
案
を
い
た
だ
き
、
市
政
や
、
行
政
運
営
な
ど
に

反
映
さ
せ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め

八
月
か
ら
「
ご
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
設
置
か
ら
約
一
か
月
の
間
に
、
約
二
十
件
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
回
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
主
な
も
の
と
市

の
考
え
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

積
極
的
な
国
際
交
流
を

積
極
的
な
国
際
交
流
を 

積
極
的
な
国
際
交
流
を 

Ｉ
Ｔ
環
境
の
充
実
を

Ｉ
Ｔ
環
境
の
充
実
を 

Ｉ
Ｔ
環
境
の
充
実
を 

　
ご
意
見
箱
は
、
市
役
所
各
庁

舎
と
弥
栄
病
院
、
久
美
浜
病
院

の
八
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
専
用
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い

ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

超高速通信が期待されるインターネット 

弥栄町とマイリンゲン村（スイス連

邦）は姉妹都市を提携 
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糖度はバツグン糖度はバツグン 

　玉太りもまずまず　玉太りもまずまず 

糖度はバツグン糖度はバツグン 

　玉太りもまずまず　玉太りもまずまず 

糖度はバツグン 

　玉太りもまずまず 

　
丹
後
の
秋
の
果
物
を

一
堂
に
集
め
、
出
来
栄

え
を
披
露
す
る
と
と
も

に
消
費
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
「
丹
後
く
だ
も
の

品
評
会
」
が
く
み
は
ま

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ

で
九
月
十
日
か
ら
三
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

ま
し
た
。
　 

SANKAIKANでくだもの品評会 

　
こ
の
品
評
会
は
、
果
樹
農
家
の

生
産
技
術
や
品
質
向
上
を
目
的
に
、

丹
後
果
樹
研
究
同
志
会
（
家
城
俊

和
会
長
）
が
開
い
て
い
る
も
の
。

出
品
さ
れ
た
丹
後
の
美
味
し
い
果

物
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

観
光
客
ら
が
立
ち
寄
る
同
所
で
展

示
・
販
売
し
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
久
美
浜
町
や
網
野

町
な
ど
の
農
家
約
二
十
戸
か
ら
出

品
さ
れ
た
「
ゴ
ー
ル
ド
二
十
世
紀
」

な
ど
梨
二
品
種
四
十
四
点
、
「
ピ

オ
ー
ネ
」
、
「
藤
稔
」
な
ど
ブ
ド

ウ
三
品
種
七
点
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、

丹
後
農
業
研
究
所
や
、
丹
後
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら
八

人
の
審
査
員
が
色
つ
や
、
大
き
さ

な
ど
を
審
査
し
優
秀
作
を
選
び
ま

し
た
。
主
催
者
で
あ
る
果
樹
同
志

会
長
の
家
城
俊
和
さ
ん
（
久
美
浜

町
三
分
）
は
、
「
今
年
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
糖
度
は
バ
ツ
グ
ン
。
雨

が
少
な
か
っ
た
が
玉
太
り
も
よ
い
。

収
穫
前
の
一
番
大
事
な
時
期
に
台

風
に
見
舞
わ
れ
て
せ
っ
か
く
の
梨

が
た
く
さ
ん
落
果
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
め
げ
ず
多
く
の
農
家
が
出

品
し
て
く
れ
て
有
り
難
い
こ
と
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
十
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
出
品
作

の
展
示
・
販
売
で
は
、
見
事
な
出

来
栄
え
の
ナ
シ
や
ブ
ド
ウ
を
買
い

求
め
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

【
ナ
シ
の
部
】
京
都
府
知
事
賞

＝
安
井
松
弘
さ
ん
（
網
野
町
新

庄
▽
京
丹
後
市
長
賞
＝
長
砂
加

吉
子
さ
ん
（
久
美
浜
町
平
田
）

▽
京
都
丹
後
農
業
協
同
組
合
長

賞
＝
白
岩
功
さ
ん
（
久
美
浜
町

平
田
）
▽
丹
後
地
区
農
業
共
済

組
合
長
賞
＝
白
岩
秀
一
さ
ん
（
久

美
浜
町
平
田
）
▽
丹
後
果
樹
研

究
同
志
会
長
賞
＝
牧
野
美
波
子

さ
ん
（
久
美
浜
町
三
分
）
▽
久

美
浜
町
果
樹
観
光
協
会
賞
＝
白

岩
秀
一
さ
ん
（
久
美
浜
町
平
田
） 

【
ブ
ド
ウ
の
部
は
出
品
が
少
な

く
表
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
】 

　
九
月
一
日
、
久
美
浜
町
果
樹
観

光
協
会
（
米
田
豊
会
長
・
十
七
戸
）

が
、
味
覚
の
秋
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

を
告
げ
る
「
山
開
き
」
を
行
い
ま

し
た
。
国
営
農
地
浦
明
団
地
（
久

美
浜
町
浦
明
）
に
あ
る
能
勢
侃
さ

ん
（
同
町
平
田
）
の
ナ
シ
園
に
久

美
浜
町
内
保
育
所
の
年
長
組
園
児

八
十
九
人
が
招
待
さ
れ
、
さ
っ
そ

く
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
ナ
シ
を
も

ぎ
取
り
、
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
久
美
浜
町
は
、
約
九
十
戸
の
農

家
が
、
丘
陵
や
国
営
農
地
な
ど
約

七
十
㌶
に
「
京
た
ん
ご
梨
」
の
ブ

ラ
ン
ド
産
品
の
ゴ
ー
ル
ド
二
十
世

紀
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
府
内
最

大
の
ナ
シ
産
地
。
観
光
ナ
シ
園
は
、

同
協
会
員
十
七
戸
が
三
㌶
で
毎
年

開
い
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
米
田
会
長
に
よ
る
と
、
「
今
年

は
雨
が
少
な
く
玉
太
り
は
例
年
並

み
だ
が
、
猛
暑
と
盆
す
ぎ
か
ら
昼

と
夜
の
気
温
差
が
大
き
か
っ
た
の

で
甘
味
は
例
年
以
上
」
と
の
こ
と

で
す
。 

味
覚
の
秋
シ
ー
ズ
ン
到
来

味
覚
の
秋
シ
ー
ズ
ン
到
来 

味
覚
の
秋
シ
ー
ズ
ン
到
来

味
覚
の
秋
シ
ー
ズ
ン
到
来 

味
覚
の
秋
シ
ー
ズ
ン
到
来 

久
美
浜
で
山
開
き 

もぎたてのナシをほおばる園児たち 

出品されたナシを、一つひとつ手にとり厳しく審査す

る審査員 
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八
月
二
十
八
日
、
久
美
浜
町
西

本
町
の
如
意
寺
で
、
「
赤
と
ん
ぼ

コ
ン
サ
ー
ト
」
（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
夫
婦
や
親
子
連
れ
な
ど

約
二
百
五
十
人
が
野
外
で
の
音
楽

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
久
美
浜

町
の
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ら
が
実
行
委

員
会
を
組
織
し
「
文
化
施
設
の
少

な
い
こ
の
地
域
で
、
少
し
で
も
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
」
と
企
画
し

た
も
の
。
今
年
で
二
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。 

　
出
演
は
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
河
野
康
弘
さ
ん
。
河
野
さ
ん
は
、 

「
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
国
内
外
で

演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
宮
町
常
吉
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
「
あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
も
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
お
寺
の
境
内

が
舞
台
。
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
ナ
ン
バ
ー
や
、
河
野
さ
ん
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
約
十
曲
が
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。
来
場
者
は
、
手
拍
子
を

し
た
り
、
軽
く
体
を
揺
ら
し
た
り

し
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
、
普

段
あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
な
い
生
の

音
楽
に
う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
　 

　
八
月
七
日
と
二
十
九
日
の
二
日

間
、
弥
栄
社
会
体
育
館
（
弥
栄
町

木
橋
）
で
、
京
丹
後
市
中
学
校
体

育
連
盟
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
門
部
が

主
催
す
る
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

力
向
上
講
習
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
講
習
会
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
競
技
力
向
上
を
目
的
に
、
毎

年
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
。
市
内
の
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
の
一
・
二
年
生

約
九
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
京
丹
後
市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
（
近
藤
三
代
志
会
長
）

の
指
導
普
及
部
が
中
心
と
な
り
講

師
を
務
め
ま
し
た
。 

　
七
日
の
講
習
会
で
は
、
パ
ス
や

ア
タ
ッ
ク
な
ど
の
基
礎
的
な
プ
レ

ー
を
、
二
十
九
日
に
は
、
ゲ
ー
ム

を
行
い
な
が
ら
チ
ー
ム
プ
レ
イ
を

中
心
と
し
た
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
汗
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ

の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
顧
問
の
先
生
も
メ
モ
を
と

る
な
ど
し
て
練
習
方
法
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。 

生
の
音
楽
に
う
っ
と
り

生
の
音
楽
に
う
っ
と
り 
生
の
音
楽
に
う
っ
と
り

生
の
音
楽
に
う
っ
と
り 
生
の
音
楽
に
う
っ
と
り 

久
美
浜
で
赤
と
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト 

元PTＡ 
役員らが 
開く 

競
技
力
の
向
上
目
指
し 

市
バ
レ
ー
協
会
が
講
習
会
開
く

市
バ
レ
ー
協
会
が
講
習
会
開
く 

市
バ
レ
ー
協
会
が
講
習
会
開
く

市
バ
レ
ー
協
会
が
講
習
会
開
く 

市
バ
レ
ー
協
会
が
講
習
会
開
く 

コンサートは境内を舞台に行われました 

ゲーム形式での講習も行われました（8月29日） 

　
九
月
十
六
日
、

網
野
町
浜
詰
海
岸

で
ア
シ
な
ど
漂
着

物
の
撤
去
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
作
業
は
、

二
度
の
台
風
襲
来

の
影
響
で
、
市
北

西
部
の
海
岸
一
帯

に
ア
シ
や
ご
み
な

ど
が
大
量
に
漂
着

し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。 

　
こ
の
地
域
は
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

年
間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
た
め
、
ご
み
を
放
置
す
る

こ
と
は
景
観
上
好
ま
し
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
地
元
と
協
力
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
地
元
の
か
た
や
市
職

員
な
ど
約
四
十
人
が
参
加
。
浜
詰

海
岸
の
木
津
川
か
ら
東
側
約
一
・

五
㌔
メ
ー
ト
ル
に
漂
着
し
た
ご
み

を
撤
去
し
ま
し
た
。 

　
撤
去
し
た
ご
み
は
、
二
�
ダ
ン

プ
で
約
三
十
台
分
。
大
宮
最
終
処

分
場
に
運
搬
し
た
ア
シ
は
、
焼
却

せ
ず
破
砕
な
ど
の
処
理
を
行
い
、

た
い
肥
と
し
て
の
利
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
久
美
浜
地
域
に
つ
い
て

は
、
車
両
の
出
入
り
に
環
境
省
の

許
可
が
必
要
な
た
め
、
許
可
さ
れ

次
第
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

２トンダンプ30台分撤去 
台風で大量のアシ漂着台風で大量のアシ漂着 台風で大量のアシ漂着 

大
量
の
ア
シ
を
撤
去
す
る
地
元
区
民 

㌧
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日
本
海
ビ
ー
チ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
フ
ァ
ン
タ
（
網
野
町
） 

　
工
藤
　
広
史
・
松
村
　
正
虎
・
谷
口
　
直
也 

　
尾
江
　
孝
行
・
福
島
　
康
寿
・
手
崎
　
清
高 

　
手
崎
　
忠
則
・
尾
谷
　
政
宣 

準
優
勝
　
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
峰
山
町
） 

　
平
井
　
信
也
・
樋
口
　
　
忍
・
廣
瀬
　
拓
男 

　
持
田
　
知
輝
・
金
盛
　
将
士
・
上
田
　
充
彦 

　
草
本
　
晃
平
・
金
盛
　
貴
行 

第
三
位
　
黒
豆
団
（
久
美
浜
町
） 

　
酒
井
　
　
慎
・
木
曽
尾
政
之
・
平
井
　
克
哉 

　
井
藍
　
啓
義
・
井
尻
伊
佐
武
・
渡
邉
　
　
圭 

　
橋
本
　
宗
英 

心
地
よ
い
浜
風
を
う
け

心
地
よ
い
浜
風
を
う
け 

　
　
　
　
　
さ
わ
や
か
な
汗

　
　
　
　
　
さ
わ
や
か
な
汗 

心
地
よ
い
浜
風
を
う
け 

　
　
　
　
　
さ
わ
や
か
な
汗 

　
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
八
月
二
十

九
日
、
網
野
町
の
浜
詰
海
岸
で
「
日
本
海

ビ
ー
チ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
か
れ
、

市
内
の
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
和
歌
山
県
や
大

阪
府
な
ど
近
畿
一
円
か
ら
三
十
九
チ
ー
ム
・

約
二
百
八
十
人
の
参
加
者
が
、
浜
風
を
受

け
な
が
ら
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
と

健
康
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、
風
光
明

び
な
京
丹
後
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
網
野

町
商
工
会
青
年
部
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
、
今
回
で
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
午
前
八
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
網
野

町
商
工
会
長
の
沖
田
康
彦
さ
ん
が
「
夏
の

終
わ
り
に
、
美
し
い
海
岸
で
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
、
感
動
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
試
合
は
、
三
チ
ー
ム
ず
つ

十
三
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
の
予
選
リ
ー

グ
の
後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
り
白

熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
展
開
。 

　
砂
に
足
を
と
ら
れ
て
思
う
よ
う
に
動
け

ず
、
思
わ
ず
頭
か
ら
砂
を
か
ぶ
っ
て
し
ま

い
笑
い
声
に
包
ま
れ
る
な
ど
、
真
剣
な
表

情
の
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
と
、
熱
戦
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

天候にも恵まれ、夏の最後をにぎやかに楽しみました 

網野高等学校出身 

アテネオリンピック 

アテネパラリンピック 

レスリング女子48㎏級 

レスリング男子 
フリースタイル60㎏級 

アテネに届いた大声援アテネに届いた大声援 アテネに届いた大声援アテネに届いた大声援 アテネに届いた大声援 

銀 銀 

銅 銅 

伊調千春さん伊調千春さん 

井上謙二さん井上謙二さん 

伊調千春さん 

井上謙二さん 
車椅子男子 
1600mリレー 銅 銅 寒川　進さん寒川　進さん 寒川　進さん 

　
府
立
網
野
高
等
学
校
出
身
で
、
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
八
月
十
三
日

〜
二
十
九
日
）
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

に
出
場
さ
れ
た
、伊
調
千
春
さ
ん（
女

子
四
十
八
㎏
級
）が
銀
メ
ダ
ル
、ま
た

井
上
謙
二
さ
ん
（
男
子
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
六
十
㎏
級
）
が
銅
メ
ダ
ル
と
二

人
そ
ろ
っ
て
見
事
に
メ
ダ
ル
を
獲
得

さ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
調
さ
ん
は
、
一
次
リ
ー
グ
で
は

一
、
二
回
戦
で
相
手
に
一
ポ
イ
ン
ト

も
許
さ
ず
快
勝
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
準
決
勝
で
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
フ

ォ
ー
ル
が
ち
で
決
勝
に
進
出
。
決
勝

戦
で
は
、
先
制
さ
れ
た
も
の
の
同
点

に
追
い
つ
き
、
一
進
一
退
の
延
長
戦

の
末
、
惜
し
く
も
判
定
負
け
と
な
り

ま
し
た
が
、
堂
々
の
銀
メ
ダ
ル
に
輝

き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、井
上
さ
ん
は
、一
次
リ
ー
グ

で
初
戦
に
敗
れ
た
も
の
の
、
残
り
二

試
合
を
完
勝
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
。準
決
勝
で
は
、残
念
な
が
ら

延
長
戦
で
逆
転
を
ゆ
る
し
敗
れ
た
も

の
の
、
三
位
決
定
戦
で
は
延
長
の
末

に
、
見
事
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。 

　
お
二
人
が
出
場
す
る
試
合
で
は
、

「
ら
・
ぽ
ー
と
」（
網
野
町
網
野
）で
、網

野
高
等
学
校
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
後

輩
や
ち
び
っ
こ
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
の

子
ど
も
た
ち
、
学
校
関
係
者
な
ど
が

テ
レ
ビ
中
継
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で

観
戦
。「
栄
光
に
近
道
な
し
」、「
必
勝
」

な
ど
の
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
た
会
場

で
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
る
ご
と
に

大
き
な
声
援
に
包
ま
れ
、
メ
ダ
ル
獲

得
が
決
ま
る
と
、
喜
び
を
爆
発
さ
せ

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
じ
く
網
野
高
等
学
校
出

身
で
、ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
九

月
十
七
日
〜
二
十
八
日
）
の
車
椅
子

陸
上
競
技
に
出
場
さ
れ
た
寒
川
進
さ

ん
が
、男
子
一
六
〇
〇
ⅿ
リ
レ
ー（
四

〇
〇
ⅿ
×
四
人
）
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
さ
れ
ま
し
た
。 

　
寒
川
さ
ん
は
、短
距
離
、中
距
離
で

は
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
も
の
の
、
リ
レ

ー
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
序
盤

に
首
位
を
キ
ー
プ
す
る
な
ど
常
に
レ

ー
ス
を
リ
ー
ド
し
、
見
事
に
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

　
三
人
の
活
躍
を
讃
え
、
十
月
十
六

日
に
祝
賀
事
業
（
両
大
会
出
場
実
行

委
員
会
主
催
）を
開
催
し
、市
で
は
そ

の
席
上
で
表
彰
を
行
う
予
定
で
す
。 
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消 費 生 活 ミ ニ 講 座消 費 生 活 ミ ニ 講 座  消 費 生 活 ミ ニ 講 座  
第３回第３回  
第３回  

相談窓口 

 今回は、若いかたから多くの相談が寄せられる、消費生活にかかわるトラブルをご紹介します。 

資格（士）商法 
 「○○士」などの資格取得講座を、言葉巧みに勧誘する商法を「資格（士）商法」といいます。 

　扱われる資格も、行政書士、建築士、旅行業務取扱主任者、社会保険労務士などさまざまです。 

　「受講するだけで資格が取れる」とか、「資格を取れば、高収入につながる」などと強調し、「結構です」とか

「ハイハイ」などのあいまいな返事をすると、契約したことにされてしまう場合があります。 

 最近は、「以前受講してもらった講座がまだ終了していないので、再度受講してください」などと偽って、勧

誘する場合もあります。 

 このような「電話勧誘」の場合、特定商取引法が適用され「クーリング・オフ（契約の解除）」ができます。 

 

※ クーリングオフ制度とは 

　　　消費者が、訪問販売などにより契約（申し込み）をした場合でも、

契約書面を受け取った日を含めて８日以内（特定の商法によるも

のは20日以内）であれば、無条件で契約の解除ができる制度です。

（詳しくは、下記の相談窓口へお尋ねください） 

 相談窓口 

 　京都府消費者科学センター（☎075-821-0210） 

　　京都府丹後広域振興局商工観光室（☎62-4304） 

　　京丹後市商工振興課（☎69-0440）または市民局地域事業課 

　
内
職
を
さ
れ
る
か
た
の
労
働
条
件
の
向

上
と
、
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
内
職

の
斡
旋
や
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
「
峰

山
内
職
友
の
会
」（
会
長
・
粟
倉
み
ち
子
さ

ん
）
を
ご
存
じ
で
す
か
。 

　
　 

　
同
会
は
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
に
、
京

都
府
の
認
可
を
受
け
「
奥
丹
後
内
職
友
の
会
」

と
し
て
会
員
約
三
百
人
で
発
足
。
昭
和
三

十
四
年
に
「
峰
山
町
内
職
友
の
会
」
と
名

称
を
変
更
し
、
そ
の
後
平
成
九
年
に
「
峰

山
内
職
友
の
会
」
に
変
更
さ
れ
、
現
在
で
は
、

市
内
全
域
の
約
九
十
人
の
か
た
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
「
内
職
友
の
会
」
は
、
全
国
的
な
組
織
で
、

府
内
に
は
十
四
団
体
が
、
子
育
て
中
の
主

婦
や
高
齢
者
の
か
た
、
障
害
が
あ
る
か
た

な
ど
が
、
自
宅
で
安
心
し
て
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
内
職
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
役
員
の
坪
倉
明
子
さ
ん
（
峰
山
町
安
）

と
事
務
局
の
山
根
登
美
枝
さ
ん
（
峰
山
町
菅
）

は
「
若
い
か
た
や
、
織
物
業
を
さ
れ
て
い

た
か
た
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
仕
事

を
探
し
て
来
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
企
業
の

か
た
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
も
っ
と
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
峰
山
内
職
友
の
会
」
で
は
、
責
任
感

あ
ふ
れ
る
か
た
が
、「
和
服
の
仕
立
て
」
や

「
ミ
シ
ン
」
、
「
手
芸
」
、
「
商
品
の
の
り
つ

け
」、「
検
品
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
今
す
ぐ
作
業
を
し
て
く
れ
る
か
た
が

ほ
し
い
」
、
「
人
を
探
す
時
間
や
経
費
が
な

い
」
と
い
う
と
き
に
は
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

峰
山
内
職
友
の
会 

連絡先 

　〒627-0037 

　京丹後市峰山町堺663 

　　　峰山内職友の会 

　　　　　（☎62-1769） 

　　　月曜日～金曜日 

　　 10：00～16：00

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す 

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す 

お気軽にご連絡ください 

　事務所近くの会員のかたは、 

毎日集まって仕事をされています。 

　この日は、３人の会員のかたが、

一つひとつ、ていねいに検品をさ

れていました。 
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【
作
文
の
部
】
京
丹
後
市
教
育
長
賞

【
作
文
の
部
】
京
丹
後
市
教
育
長
賞 

　
　
小
北
　
志
織
さ
ん

　
　
小
北
　
志
織
さ
ん 

　
　
　
（
峰
山
中
学
校
三
年
生
）

　
　
　
（
峰
山
中
学
校
三
年
生
） 

「
未
来
の
京
丹
後
市
に
望
む
こ
と
」

「
未
来
の
京
丹
後
市
に
望
む
こ
と
」 

「
未
来
の
京
丹
後
市
」

「
未
来
の
京
丹
後
市
」 

　
　
「
絵
画
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
「
絵
画
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」 

「
未
来
の
京
丹
後
市
」 

　
　
「
絵
画
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」 

　
私
が
、
未
来
の
京
丹
後
市
に
望
む

こ
と
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
よ

い
市
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
高
齢
者

を
支
え
て
い
く
役
目
が
私
た
ち
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

　
私
の
家
は
、
祖
父
も
祖
母
も
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
毎
日
顔
を
あ

わ
せ
る
の
で
、
言
い
争
う
こ
と
も
あ

る
し
、
口
う
る
さ
く
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
祖
父
や
祖
母
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
で
す
。
例
え
ば
、

戦
争
中
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
食
卓

は
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ
ば
か
り
並
ん
で

い
て
、
肉
な
ん
て
め
っ
た
に
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
。
家
族
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。 

　
い
つ
だ
っ
た
か
祖
母
は
、
「
今
の
時

代
は
、
ぜ
い
た
く
過
ぎ
る
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
確
か
に
、
学
校
の
給

食
は
、
毎
日
の
よ
う
に
残
っ
て
い
ま
す
。

電
気
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
や
、
水
の
出

し
っ
ぱ
な
し
な
ど
、
食
べ
物
や
資
源

の
無
駄
使
い
が
多
い
と
思
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
か
た
は
、
私
た
ち
の
知

ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
の
か
た
と
私
た
ち
が
、
交
流
で

き
る
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
、

昔
の
経
験
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て

知
識
を
広
げ
る
よ
い
機
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
京
丹
後
市
に
は
、
七
姫

伝
説
な
ど
の
言
い
伝
え
も
あ
る
の
で
、

昔
話
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
よ
い
交

流
の
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

　
私
の
家
の
よ
う
に
、
祖
父
や
祖
母

と
同
居
し
て
い
る
家
は
、
自
分
た
ち

家
族
で
世
話
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

最
近
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て
お
ら
れ

る
高
齢
者
の
か
た
も
多
い
で
す
。
そ

の
よ
う
な
高
齢
者
の
か
た
の
た
め
に

あ
る
の
が
、
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
し

か
し
、
高
齢
者
の
か
た
の
人
数
に
対

し
て
、
施
設
の
数
も
少
な
い
し
、
働

く
人
数
も
少
な
い
で
す
。 

　
私
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
に
、
何
度

か
施
設
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
歌
を
披
露
し
た
り
、
肩
た
た

き
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
に

集
ま
っ
て
交
流
も
し
ま
し
た
が
、
ホ

ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
高
齢
者
の
か
た
が

座
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

も
多
く
の
高
齢
者
の
か
た
が
、
介
護

を
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
、
も
っ
と
福
祉
の
こ
と

に
興
味
を
持
つ
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
高

齢
者
の
か
た
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
、
介
護
士
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
仕
事
に
も
興
味
が
も
て
る

と
思
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
か
た
に
と
っ
て
、
住
み

や
す
い
市
に
な
る
よ
う
に
、
施
設
を

増
や
し
た
り
、
交
流
の
機
会
を
設
け
て
、

少
し
ず
つ
高
齢
者
の
か
た
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
け
た
ら
、
市
全
体

が
よ
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

　
私
も
積
極
的
に
高
齢
者
の
か
た
と

接
し
て
い
き
た
い
。 

　
私
が
大
人
に
な
る
こ
ろ
は
、
高
齢

者
の
か
た
が
何
一
つ
不
自
由
し
な
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
ふ
れ
る
市

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
作
文
の
部
】
京
丹
後
市
教
育
長
賞 

　
　
小
北
　
志
織
さ
ん 

　
　
　
（
峰
山
中
学
校
三
年
生
） 

「
未
来
の
京
丹
後
市
に
望
む
こ
と
」 

峰山パラリンピック 

　
秋
と
は
い
え
真
夏
の
よ
う
な
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

九
月
十
一
日
、
「
峰
山
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
（
峰
山
教
育
分
室

主
催
）
を
途
中
ヶ
丘
公
園
（
峰
山
町
長
岡
）
で
開
催
し
、
六

十
人
の
参
加
者
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
和
や
か
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
催
し
は
、
障
害
者
の
か
た
に
気
軽
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
平
成
六
年
か
ら
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
の
尾
畑
與
市
峰

山
支
部
長
が
「
み
な
さ
ん
の
熱
意
で
い
い
天
候
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
自
然
の
中
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
存
分
に
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
参
加
者
を
代
表

し
て
峰
山
町
身
体
障
害
者
更
正
会
の
久
下
和
雄
会
長
が
「
正
々

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
行

い
、
準
備
体
操
の
後
、
早
速
十
六
ホ
ー
ル
に
わ
か
れ
て
競
技

を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
一
般
の
か
た
の
ほ
か
、

五
箇
小
学
校
と
新
山
小
学
校
の
児
童
八
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
。
手
を
た
た
い
た
り
、
大
き
な
動
作
で
ゴ
ー
ル

ポ
ス
ト
の
位
置
を
教
え
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
、

交
流
を
深
め
な
が
ら
心
地
よ
い
ス
テ
ィ
ッ
ク
音
を
響
か
せ
て

い
ま
し
た
。 

秋空の下秋空の下 

軽快なスティックさばき軽快なスティックさばき 
秋空の下 

軽快なスティックさばき 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
で
し
た 
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美しい丹後の海を　いつまでも大切に美しい丹後の海を　いつまでも大切に 
　
海
や
自
然
を
大
切
に
す
る
豊
か
な
心
を
育
も

う
と
、
九
月
三
日
に
は
竹
野
小
学
校
、
ま
た
九

月
十
日
に
は
網
野
北
小
学
校
の
児
童
が
、
マ
ダ

イ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。 

　
放
流
は
当
初
、
八
月
二
十
九
日
の
「
ふ
る
さ

と
海
づ
く
り
大
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
で

行
う
予
定
で
し
た
が
、
台
風
十
六
号
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
た
た
め
に
、
改
め
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。 

　
竹
野
小
学
校
で
は
、
こ
の
日
、
全
児
童
三
十

三
人
が
、
夏
に
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
つ

く
っ
た
竹
野
浜
で
、
お
礼
の
意
味
を
込
め
て
ご

み
拾
い
を
行
い
、
そ
の
後
、
一
年
生
か
ら
三
年

生
ま
で
の
十
二
人
が
、
京
都
府
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
で
育
て
ら
れ
た
約
七
㌢
の
マ
ダ
イ
の
稚
魚

約
五
百
匹
を
放
流
。
小
ど
も
た
ち
は
、「
あ
そ
こ

に
、
ま
だ
い
る
よ
」
、「
こ
っ
ち
に
も
い
っ
ぱ
い
」

と
元
気
よ
く
泳
ぐ
稚
魚
の
姿
を
、
や
さ
し
い
ま

な
ざ
し
で
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

き
れ
い
な
海
で
、
大
き
く
な
っ
て
ね

き
れ
い
な
海
で
、
大
き
く
な
っ
て
ね 

竹
野
小
学
校
・
網
野
北
小
学
校
の
児
童
が
マ
ダ
イ
の
稚
魚
を
放
流 

竹野小学校 

網野北小学校 

　
私
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
、
湊
の

漁
業
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
は
、
湊
の
漁
業
協
同
組
合
で
働

い
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
カ
キ
の
養
殖

を
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
、
カ
キ
の
種
付
け
を

見
て
き
ま
し
た
。 

　
カ
キ
の
種
は
、
岩
手
県
の
水
産
試

験
所
か
ら
買
っ
て
い
ま
す
。
種
は
、

ほ
た
て
貝
に
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
針
金
で
ロ
ー
プ
に
く
っ
つ
け

ま
す
。
一
本
の
ロ
ー
プ
に
三
十
枚
く

ら
い
の
種
を
く
っ
つ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
全
部
手
作
業
で
し
ま
す
。

私
は
、
ち
い
さ
い
こ
ろ
は
、
こ
ん
な

小
さ
な
も
の
が
大
き
な
カ
キ
に
成
長

す
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
私
の
お
父
さ
ん
は
、
朝
五
時
か
ら

漁
港
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
朝
起
き

た
ら
、
い
つ
も
仕
事
に
出
か
け
て
い

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
朝
早
く
か
ら
大

変
な
仕
事
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
本
当
に
漁
業
の
仕
事
や

大
変
さ
が
わ
か
っ
た
の
は
、
小
学
校

の
中
学
年
く
ら
い
か
ら
で
す
。 

　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
に
、

漁
村
セ
ン
タ
ー
前
で
地
域
の
人
に
お

世
話
に
な
っ
て
、
五
年
生
全
員
で
カ

キ
の
種
付
け
を
し
ま
し
た
。
小
さ
い

こ
ろ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
し
て

い
る
の
を
何
度
か
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
簡
単
に
で
き
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
や
っ
て
み

る
と
、
針
金
を
う
ま
く
曲
げ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
貝
が
ら
を
上
手
に
く
っ

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
結
び
方
が

反
対
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
す
ご

く
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
い
つ
も

見
て
い
る
カ
キ
に
な
る
に
は
、
こ
ん

な
苦
労
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
大
変
な
仕
事
で
す
。
私
が
し

た
の
は
、
二
、
三
本
で
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。
な
の
に
、

数
百
本
も
の
ロ
ー
プ
に
種
を
つ
け
る

の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
種
が
大
き
く
成
長
し
て
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
保

証
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
グ

や
チ
ヌ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
潮
の
流

れ
に
よ
っ
て
は
、
成
長
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
種
付
け
を
し
て
、
「
カ
キ

だ
な
」
に
く
く
り
つ
け
て
お
く
だ
け

で
は
だ
め
な
の
で
す
。
い
つ
も
注
意

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
だ
け
に
、
気
の
ぬ
け
な
い
仕
事
な

の
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
種
付
け
を
し
た
ロ
ー
プ
は
、
お
世

話
に
な
っ
た
人
の
「
カ
キ
だ
な
」
に

取
り
つ
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
湊
の
特
産
物
は
、
カ
キ
で
す
。
で
も
、

特
産
物
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

長
い
歴
史
と
湊
の
人
た
ち
の
努
力
や

苦
労
が
積
み
重
な
っ
て
初
め
て
そ
う

呼
ば
れ
る
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
「
カ
キ
あ
げ
」
は
、
寒
く
て
雪
で

湾
が
か
す
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
、
一

月
か
ら
二
月
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
手
作
業
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ

の
カ
キ
を
手
で
ロ
ー
プ
か
ら
は
ず
し

て
い
き
ま
す
。
カ
キ
は
、
ど
ろ
で
よ

ご
れ
て
い
た
り
、
海
草
が
く
っ
つ
い

て
い
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
を
一
個
ず

つ
そ
う
じ
し
て
い
き
ま
す
。
「
手
が

冷
た
く
て
こ
お
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
」

と
、
家
の
人
が
話
し
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
商
品
に
な

る
も
の
と
、
な
ら
な
い
も
の
を
一
つ

ず
つ
手
に
取
っ
て
見
て
い
き
ま
す
。

商
品
に
な
る
ま
で
は
本
当
に
え
ら
い

仕
事
で
す
。 

　
湊
に
は
、
カ
キ
と
い
う
す
ば
ら
し

い
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
キ
を
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
全
国
の
人
に
せ
ん
で
ん
で
き

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
湊
の
カ
キ
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
ら
な
い
人
は
、
ま

だ
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
も
、
も
っ
と
湊
の
漁
業
に

関
心
を
持
ち
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

か
ら
一
つ
ず
つ
や
っ
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
海
を
よ
ご
さ
な
い
の
は
、

そ
の
小
さ
な
第
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
の
第
一
歩
が
す
ご
く
大
切

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
こ

か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

私
の
大
好
き
な
ふ
る
さ
と
で
あ
る
「
湊
」
、

「
湊
の
漁
業
」
と
い
つ
ま
で
も
一
緒
に

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「湊の漁業に思う」 

湊小学校５年生 

金安亜紀さん 
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青少年の海と漁業に関する体験作文青少年の海と漁業に関する体験作文 青少年の海と漁業に関する体験作文 

き
れ
い
な
海
で
、
大
き
く
な
っ
て
ね

き
れ
い
な
海
で
、
大
き
く
な
っ
て
ね 

き
れ
い
な
海
で
、
大
き
く
な
っ
て
ね 

美しい丹後の海を　いつまでも大切に美しい丹後の海を　いつまでも大切に 美しい丹後の海を　いつまでも大切に 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 

　　網野町　夢人（50代男性）  

　『生きていてよかった』相田みつを　著 

 　　　　　　　　　　（ダイヤモンド社） 

　人生の応援歌です。励ましの言葉や人生訓

があたたかい文字で書かれています。 

　特に、現代は癒し（いやし）の時代で、若

いかたに読んでほしいと思います。ピッタリ

の言葉がいっぱいあり、勇気づけられます。 

　「いいことはおかげさま。わるいことは身

から出たさび」、「そのときどう動く」、「いま

ここ」。さぁ、今から… 

　　　　　本書を所蔵している館 

　　　　　　　峰山図書館・あみの図書館 

おすすめの本おすすめの本 おすすめの本 

 毎週水曜日の10時30分から20分程度、２歳

ぐらいまでのお子さんを対象に、「絵本の読み

聞かせ」を行っています。 

　楽しいひとときを、お子さんと一緒に過ご

してみませんか？ 

　絵本のほかにも一般書、児童書、紙芝居など、

１万７千冊の蔵書があります。昨年度よりも

利用者も増え、今後もよい本が紹介できるよ

うに努めていきます。 

　来室したことがないかたは、ぜひ一度お立

ち寄りください。 

久美浜図書室 

丹後図書室 あみの図書館 

市立図書館　ご案内 

 
「本が大好き！」　吉岡奈津代さん（網野町網野） 

　我が家では、生活の中に図書館が溶け込んでいます。　

現在３人の子どもたちは、それぞれ図書館を利用していま

す。私は、元来、子どもは本好きであり、ほんの少しのき

っかけや後押しで、いくらでも本好きな子どもになり得る

と思っています。 

　大人が「この本がいいだろう」と思って与えても、子ど

もの反応はそれぞれの子どもで違います。何が元で本好き

になるかは「当てもの」に相当するくらいですが、それな

ら沢山の機会を大人がつくってあげるしかないと思います。 

　図書館に数多く置いてある紙芝居が、わが子の本好きの

始まりでした。大きな絵で場面展開し、3人一度に読んで

聞かせられる紙芝居は、我が子を引きつけました。紙芝居

を全部借り切ってしまうころになると、幼い子どもたちは

徐々に童話へと移っていき、今度は子どもが本を選ぶよう

になりました。読んでほしい本、読みたい本があるという

ことは素晴らしいことだと思います。長女が、次から次へ

と自分で読みたい本に出会うようになり、弟たちもそれぞ

れのきっかけで本好きになり、３人はずっと本とともに生

活しています。 

　今では、利用カードは家族全員の５枚をフル回転して利

用し、身近な生活の一部である図書館は、我が家ではなく

てはならない存在になっています。 

 図書室が遠く、利用できない児童に良書を

紹介することにより、豊かな心を育てようと、

平成６年から夏休みを利用して町内６小学校

の登校日にあわせて「移動図書室」を開設し

ています。 

　子どもたちが、玄関で待っていてくれて、

本の入った重いケースを運んでくれたりもし

ます。 

　今年の夏休みの利用者は、延べ463人、貸

出冊数833冊。今後も心を込めて取り組んで

いきます。 

 あみの図書館では、8月29日に小学生を対象として「科

学あそび教室」を開きました。 

 今回は、みんなで「びゅんびゅんゴマ（ぶんぶんゴマ）」

に挑戦。６㌢四方の厚紙に思い思いの模様や絵を描き、ひ

もを通してつくり、最後に回す練習をしました。 

　自分で描いた模

様が、回ることに

よりまた違った模

様に見えることに

びっくり。「きれ

ーい！」と、あち

こちから歓声が聞

こえました。 

図書館と私 
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大
田
南
五
号
墳
は
、
弥
栄
町

和
田
野
と
峰
山
町
矢
田
に
ま
た

が
る
標
高
八
八
・
二
　
の
丘
陵

上
に
立
地
す
る
古
墳
（
お
墓
）

で
す
。
古
墳
は
、
丘
陵
を
削
っ

て
長
方
形
に
形
を
整
え
た
も
の
で
、

長
辺
一
八
・
八
　 

・
短
辺
一
二
・

三
　 

。
四
つ
の
埋
葬
施
設
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
中
心
的
な
埋

葬
施
設
に
青
銅
鏡
（
せ
い
ど
う

き
ょ
う
）
が
納
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
こ
の
埋
葬
施
設
は
、
板
石
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
長
方

形
の
石
棺
を
埋
納
し
、
棺
の
内

法
は
、
長
さ
一
七
七
　
、
最
大

幅
六
九
　
。
棺
に
葬
ら
れ
た
被

葬
者
の
頭
付
近
に
は
、
赤
い
朱

が
ま
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

頭
近
く
の
石
棺
の
隅
に
は
、
布

に
ま
か
れ
て
木
箱
に
納
め
ら
れ

た
青
銅
鏡
（
せ
い
ど
う
き
ょ
う
）

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
（
木

箱
は
腐
っ
て
し
ま
い
、
鏡
に
付

着
し
た
部
材
が
わ
ず
か
に
残
っ

て
い
た
の
み
）
こ
の
ほ
か
右
足

付
近
に
は
、
布
に
ま
か
れ
た
鉄

刀
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

青
銅
鏡
は
、
直
径
一
七
・
四

　
の
「
方
格
規
矩
四
神
鏡
」
（
ほ

う
か
く
き
く
し
し
ん
き
ょ
う
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
中
央

の
ひ
も
を
通
す
周
辺
は
正
方
形
（
方

格
）
で
、
そ
の
周
り
に
は
Ｔ
・
Ｌ
・

Ｖ
字
形
の
文
様
（
規
矩
）
が
配

置
さ
れ
、
そ
の
間
に
は
キ
ト
ラ

古
墳
の
壁
画
に
も
描
か
れ
て
い

る
中
国
の
「
玄
武
・
青
龍
・
朱
雀
・

白
虎
（
四
神
）
」
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
外
側
の
円
弧

部
分
に
は
、
銘
文
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
銘
文
は
、
「
青
龍
三
年
、

顔
氏
が
鏡
を
作
っ
た
が
、
文
様

も
立
派
に
出
来
上
が
っ
た
。
左

に
龍
を
、
右
に
虎
を
置
い
て
不

詳
（
祥
）
を
避
け
、
朱
雀
と
玄

武
も
陰
陽
に
従
っ
て
正
し
く
配

置
し
た
。
八
子
と
九
孫
が
す
べ

て
中
央
の
職
に
就
き
、
寿
齢
は

金
石
の
堅
き
が
如
く
長
生
き
し
、

候
王
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
「
青
龍
三
年
」
（
二

三
五
年
）
と
い
う
中
国
・
三
国

時
代
（
二
二
〇
年
〜
二
六
五
年
）

の
魏
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る

点
で
す
。
魏
志
倭
人
伝
に
よ
れ
ば
、

卑
弥
呼
が
魏
に
使
い
を
送
っ
た

の
が
景
初
三
年
（
二
三
九
年
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
田
南
五

号
墳
出
土
鏡
の
青
龍
三
年
は
、

そ
の
四
年
前
に
あ
た
り
ま
す
。

な
ぜ
魏
の
年
号
を
記
し
た
鏡
が
、

大
田
南
五
号
墳
の
よ
う
な
小
さ

な
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
か
、

謎
が
深
ま
り
ま
す
。 

 

な
お
、
大
田
南
五
号
墳
か
ら
は
、

石
棺
を
埋
め
戻
し
た
後
、
お
祭

り
に
用
い
ら
れ
た
土
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
土
器
の
形
か
ら

三
世
紀
後
半
〜
四
世
紀
初
頭
の

も
の
で
、
青
龍
三
年
よ
り
も
少

し
後
に
な
り
ま
す
。
お
そ
ら
く

被
葬
者
が
、
生
前
に
手
に
入
れ
、

亡
く
な
っ
た
時
に
埋
納
し
た
も

の
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
鏡
は
、
日
本
で
出
土
し

た
年
号
を
記
し
た
鏡
の
中
で
、

最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
平
成

八
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
そ
の
後
、
同
じ
形
の

青
龍
三
年
銘
鏡
が
、
大
阪
府
高

槻
市
安
満
宮
山
古
墳
か
ら
も
出

土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
土

地
は
不
明
で
す
が
、
も
う
一
面

の
青
龍
三
年
銘
鏡
が
あ
り
、
現

在
は
三
面
が
存
在
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

年
号
が
記
さ
れ
た
鏡
は
、
全

国
で
も
十
三
枚
し
か
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
貴
重
品
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
大
田
南
五
号
墳
の

青
龍
三
年
銘
鏡
は
、
ど
う
や
っ

て
丹
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
人
が
そ
の
鏡
を
持
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
鏡
は
、

卑
弥
呼
の
時
代
の
中
国
と
丹
後

の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
は
欠

か
せ
な
い
一
枚
の
鏡
で
す
。 

〜
弥
栄
町
和
田
野
・

〜
弥
栄
町
和
田
野
・ 

　
峰
山
町
矢
田
　
大
田
南
五
号
墳
出
土

　
峰
山
町
矢
田
　
大
田
南
五
号
墳
出
土 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
方
格
規
矩
四
神
鏡
　

方
格
規
矩
四
神
鏡
　 

　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
う
か
く
き
く
し
し
ん
き
ょ
う
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
う
か
く
き
く
し
し
ん
き
ょ
う
）
〜 

〜
弥
栄
町
和
田
野
・ 

　
峰
山
町
矢
田
　
大
田
南
五
号
墳
出
土 

　
　
　
　
　
　
方
格
規
矩
四
神
鏡 

　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
う
か
く
き
く
し
し
ん
き
ょ
う
）
〜 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
五

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
五 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
五

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
五 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
五 

方
格
規
矩
四
神
境 

一人暮らしの高齢者宅一人暮らしの高齢者宅 
　　　　　　　配線などを無料診断　　　　　　　配線などを無料診断 

京
都
府
電
気
工
事
工
業
組
合 

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
津
支
部 

　
京
都
府
電
気
工
事
工
業
組
合
・
宮
津
支

部
の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
が
、
八
月
二
十

五
日
に
弥
栄
町
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
て
、
電
気
配
線
な
ど
の
無
料

診
断
を
行
い
ま
し
た
。 

　
無
料
診
断
は
、
経
済
産
業
省
が
八
月
を
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
て
主
唱
す
る
一

環
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
午
前
九
時
、
弥
栄
庁
舎
前
に
集
合
し
た

宮
津
支
部
の
峰
山
・
大
宮
・
弥
栄
班
の
組

合
員
と
関
西
電
力
、
市
消
防
本
部
が
グ
ル

ー
プ
に
な
り
要
望
の
あ
っ
た
二
十
軒
を
訪
問
。 

　
配
電
盤
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
を
一
つ
ひ

と
つ
て
い
ね
い
に
点
検
す
る
と
と
も
に
、

電
気
の
正
し
い
取
り
扱
い
方
法
の
説
明
や
、

火
の
扱
い
に
つ
い
て
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

一人暮らしの高齢者宅一人暮らしの高齢者宅 
　　　　　　　配線などを無料診断　　　　　　　配線などを無料診断 
一人暮らしの高齢者宅 
　　　　　　　配線などを無料診断 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 
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京
丹
後
市
の
誕
生
を
記
念
し

京
丹
後
市
の
誕
生
を
記
念
し 

丹
後
ち
り
め
ん
製
の
「
市
章
」
を
寄
贈

丹
後
ち
り
め
ん
製
の
「
市
章
」
を
寄
贈 
京
丹
後
市
の
誕
生
を
記
念
し

京
丹
後
市
の
誕
生
を
記
念
し 

丹
後
ち
り
め
ん
製
の
「
市
章
」
を
寄
贈

丹
後
ち
り
め
ん
製
の
「
市
章
」
を
寄
贈 
京
丹
後
市
の
誕
生
を
記
念
し 

丹
後
ち
り
め
ん
製
の
「
市
章
」
を
寄
贈 

丹
後
織
物
工
業
組
合 

もしもの災害に備え 福祉救援ボランティア福祉救援ボランティア 
　　　　　コーディネーター講座　　　　　コーディネーター講座 
福祉救援ボランティア 
　　　　　コーディネーター講座 

丹
後
ち
り
め
ん
を
使
っ
て
縫
い
上
げ

ら
れ
た
「
市
章
」
が
、
坂
根
理
事
長
（
右
）

か
ら
中
山
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た 

　
京
丹
後
市
の
誕
生
を
記
念
し
て
、

丹
後
織
物
工
業
組
合
（
理
事
長
・
坂

根
徹
さ
ん
・
大
宮
町
河
辺
）
か
ら
絹

織
物
で
つ
く
ら
れ
た
京
丹
後
市
の
「
市

章
」
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「
市
章
」
は
白
染
め
の
先
練
り
糸

を
縦
横
に
使
っ
た
平
織
り
で
、
「
丹
」

の
字
を
デ
サ
イ
ン
し
た
「
市
章
」
を

縫
い
取
り
で
織
り
上
げ
ら
れ
、
額
仕

立
て
の
縦
六
十
三
　
、
横
七
十
　
の

も
の
二
十
個
と
、
縦
三
十
八
　
、
横

四
十
二
　
の
も
の
百
六
十
個
の
二
種

類
で
計
百
八
十
個
。 

　
九
月
十
日
に
、
坂
根
理
事
長
が
市

役
所
を
訪
れ
て
中
山
市
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

　
坂
根
理
事
長
は
「
各
施
設
に
飾
っ

て
い
た
だ
き
、
織
物
業
が
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
『
丹

後
ち
り
め
ん
』
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
中

山
市
長
は
「
市
の
象
徴
で
あ
る
『
丹

後
ち
り
め
ん
』
は
本
市
の
産
業
の

柱
で
あ
り
、
改
め
て
感
慨
深
く
受

け
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市

と
し
て
も
『
丹
後
ち
り
め
ん
』
の

発
展
に
で
き
る
限
り
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
「
市
章
」
は
、
市
長
応
接
室
を

は
じ
め
、
各
市
民
局
や
小
・
中
学

校
、
公
民
館
な
ど
市
の
施
設
に
設

置
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調

整
役
を
養
成
す
る
「
福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
座
」
（
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
）
が
、
九
月
八
日
に
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
か
れ
、
非
常
時
の
課
題

や
対
応
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
講
座
は
、
災
害
時
に
各
地

か
ら
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
が
効
果
的
に
展
開
さ

れ
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
目
的
で
開
か
れ
、
市

内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
福
祉
委
員
な

ど
約
六
十
人
が
参
加
。
大
き

な
被
害
を
出
し
た
台
風
十
六
号
・

十
八
号
の
相
次
ぐ
上
陸
や
、

紀
伊
半
島
沖
で
の
地
震
（
九

月
五
日
）
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者

の
関
心
も
高
く
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
災
害
時
の

行
動
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
講
座
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）
「
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
」
事
務
局
長
の
浦
野
愛
さ
ん
が
講
師
を
務

め
、
「
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
役
割
と
課
題
」

と
題
し
て
講
演
。
最
近
起
こ
っ
た
災
害
時
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
地
震
や

水
害
に
対
す
る
「
備
え
」
の
重
要
性
や
、
避
難
所

に
お
け
る
高
齢
者
や
障
害
者
の
か
た
へ
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
「
災
害
に
強
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
今
か
ら
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
丹
後
大
震
災
の
発
生
を
想
定
し
て

七
班
に
わ
か
れ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。
も
し
も
の
災

害
に
お
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
近
隣
と
の
ふ
れ

あ
い
、
助
け
合
い
が
重
要
で
あ
り
、
「
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
」
へ
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。 

 

 

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
問

題
点
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た 

　弥栄病院では、10月１日付けで、新

たに院長として、大西慧（さとし）医

師をお迎えしました。大西医師は、昭

和42年京都大学医学部卒業の医学博士

で、乳腺、消化器外科が専門です。 

　また、退任される小屋光雄医師には、

循環器内科を専門に、平成６年から診

療に当たっていただき、平成11年から

は院長としてご活躍いただきました。 

　なお、引き続き当分の間は、週２回、

診察を担当していただきます。 

弥栄病院長の交代について 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 
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パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

シルバー人材センターシルバー人材センター 
　弥栄庁舎の清掃ボランティア　弥栄庁舎の清掃ボランティア 

　
京
丹
後
市
の
発
足
に
伴
い
、

「
丹
後
中
央
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
と
「
竹
野
郡
広

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

が
合
併
し
、
十
月
一
日
か
ら
「
京

丹
後
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト

さ
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
九
月
四
日
に
事

務
所
と
し
て
使
わ
れ
る
弥
栄
庁

舎
周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

　
午
前
八
時
三
十
分
、
弥
栄
町

に
在
住
の
会
員
を
中
心
に
三
十

二
人
が
集
合
し
、
せ
ん
定
や
草

刈
り
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
に
わ
か

れ
て
作
業
を
開
始
。
参
加
し
た

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
日
ご
ろ

の
作
業
同
様
に
、
手
慣
れ
た
よ

う
す
で
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

約
三
時
間
に
わ
た
っ
て
汗
を
流

し
ま
し
た
。 

　
竹
野
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
田
宮
事
務
局
長
は

「
十
月
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
制
度
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な

が
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
喜
ば
れ
る

と
と
も
に
、
自
ら
の
健
康
と
生

き
が
い
づ
く
り
に
役
立
つ
す
ば

ら
し
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
合
併
を
機
に
、
新
た

な
気
持
ち
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
き
れ

い
に
な
っ
た
弥
栄
庁
舎
を
バ
ッ

ク
に
十
月
か
ら
の
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。 

お世話になり
ます

お世話になり
ます 

お世話になり
ます 

シルバー人材センター 
　弥栄庁舎の清掃ボランティア 

公証人役場事務長ら致 

監禁致死事件被疑者 
地下鉄サリン事件被疑者 

　オウム真理教は、依然として松本被告の強い影響下にあり、再び無差別大量殺人行為に及ぶ危険性があり、

平成15年１月の公安審査委員会による監察処分の期間更新決定で、改めて認定されました。 

　警察は、これまでに松本被告をはじめとする教団幹部や信者など500人以上を検挙しています。 

　しかし、警察庁指定特別指名手配被疑

者３人は、依然として逃走中で、広く市

民のみなさんに協力を呼びかけ、鋭意捜

査を推進しています。 

 

ご 協 力 を お 願 い し ま す  

　
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
の
重
さ
を
競
う
「
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
九
月
十
二
日
に
常
吉
村
営
百
貨
店
（
大

宮
町
上
常
吉
）
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
催
し
は
、
牛
な
ど
の
飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
「
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」
と
い
う
品
種
の
カ
ボ
チ

ャ
の
重
さ
を
競
う
も
の
で
、
今
回
で
十
八
回
目
。 

　
今
年
は
、
猛
暑
の
影
響
で
、
芽
や
根
が
腐
っ
て
し
ま
い
、

出
点
数
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
優
勝
は
な
ん
と
一
八
〇
・

〇
㎏
。（
鈴
木
五
郎
さ
ん
・
大
宮
町
下
常
吉
） 

　
こ
の
日
は
、
「
う
み
ゃ
ー

屋
台
」
と
し
て
、
新
米
の

お
に
ぎ
り
や
う
ど
ん
、
た

こ
焼
き
な
ど
の
屋
台
が
軒

を
連
ね
、
ま
た
「
パ
ン
プ

キ
ン
種
飛
ば
し
大
会
」
が

に
ぎ
や
か
に
催
さ
れ
る
な
ど
、

秋
と
は
い
え
真
夏
を
思
わ

せ
る
日
差
し
の
中
、
訪
れ

た
人
の
目
と
舌
を
十
分
に

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

ハッ！とした、アレ！っと感じたら 

　　　　　　　遠慮なくご連絡ください 

平田　信平田　信 平田　信 菊池　直子菊池　直子 菊池　直子 高橋　克也高橋　克也 高橋　克也 

峰山警察署（☎62-0110） 

網野警察署（☎72-0110） 

久美浜警察署（☎82-0110） 
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人口のうごき 

男　　　31,766人 

女　　　34,389人 

計　　　66,155人 

世帯数　21,912 

　　　（９月１日現在） 

　
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
と
な
っ
た

八
月
二
十
九
日
、
丹
後
町
の
碇
高
原

一
帯
で
「
い
か
り
高
原
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
、
約
八
千
人
の
親
子
連
れ
な

ど
が
、
自
然
や
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
は
、
同
実
行
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
、
美
し
い
自
然
あ
ふ
れ
る

碇
高
原
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
活
力
と
う
る
お
い
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
昭
和
六
十
一
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
十
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
会
場
の
自
由
広
場
で
は
、

「
特
捜
戦
隊
デ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
シ

ョ
ー
に
、
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を
あ

げ
る
と
と
も
に
、
丹
後
町
出
身
の
花

満
敏
喜
さ
ん
の
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
や
、

「
二
千
人
の
大
ビ
ン
ゴ
大
会
」
な

ど
多
彩
な
催
し
が
次
々
と
繰
り
広

げ
ら
れ
、
芝
生
の
上
で
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
、
家
族
で
の
ん
び
り

と
く
つ
ろ
ぐ
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
丸
太

早
切
り
大
会
」
や
、
乾
い
た
カ
ニ

の
甲
羅
を
円
盤
の
よ
う
に
飛
ば
す

「
間
人
が
に
甲
羅
投
げ
選
手
権
大

会
」
で
は
、
観
客
か
ら
盛
ん
な
声

援
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
過
ぎ
ゆ
く

夏
を
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。 

 
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

　
　
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日 

い
か
り
高
原
ま
つ
り 

八朔（はっさく）祭り 

こ
ん
身
の
力
を
込
め
て
の 

　
　
　
　
　
「
丸
太
早
切
り
大
会
」 

豊作を願い豊作を願い 

　　元気に奉納相撲　　元気に奉納相撲 

豊作を願い 

　　元気に奉納相撲 

子どもたちの大きな歓声に包まれた 

「特捜戦隊デカレンジャー」ショー 

　
秋
の
到
来
を
告
げ
る
「
八
朔
（
は

っ
さ
く
）
祭
り
」
が
、
九
月
一
日

に
丹
後
町
平
の
科
戸
（
し
な
と
）

神
社
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
相
撲
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
八
朔
と
は
、
旧
暦
の
八
月
朔
日
（
つ

い
た
ち
）
の
こ
と
で
、
昔
か
ら
こ

の
日
（
現
在
の
九
月
一
日
）
に
は

各
地
で
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祝
う
神

事
や
行
事
が
行
わ
れ
、
科
戸
神
社

で
は
毎
年
、
風
水
害
の
防
止
と
豊

作
を
祈
願
し
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
相
撲
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
御
神
酒
や
果
物
が
祭

壇
に
供
え
ら
れ
、
役
員
が
玉
ぐ
し

を
捧
げ
る
な
ど
の
祭
礼
を
執
り
行

っ
た
後
、
境
内
に
設
け
ら
れ
た
直

径
約
四
　
の
土
俵
に
、
保
育
所
の

子
ど
も
か
ら
小
学
生
ま
で
の
約
十

五
人
が
集
合
。 

　
土
俵
の
中
央
に
置
か
れ
た
松
の

枝
を
取
り
合
う
儀
式
の
後
、
さ
っ

そ
く
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
東
西
に
わ
か
れ
、

「
は
っ
け
よ
い
、
の
こ
っ
た
」
の

合
図
で
元
気
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

観
衆
か
ら
は
一
番
ご
と
に
「
押
せ
、

押
せ
」
、「
も

う
少
し
、
が

ん
ば
れ
」
と

熱
の
入
っ
た

大
き
な
声
援

が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

なかなか勝敗が決まらな

い白熱した取り組みに、

境内が大きな声援で包ま

れた「子ども奉納相撲」 

メ
ー 

ト
ル 


